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ＣＳＷ 報告書発⾏に寄せて 
所沢市社会福祉協議会 地域福祉活動推進会議 委員⻑ 

東京通信大学人間福祉学部人間福祉学科 教授 
         田中 英樹 

 
 ここに、所沢市社会福祉協議会ＣＳＷの令和 2 年の 1 年間の活動の⾜跡を⾃らの⼿で記した
報告書が発刊されたことに心から祝福のメッセージを送ります。 

ここ、数年ＣＳＷの皆さんと関わらせている中で感じたことや考えたことを述べて、住⺠の
皆さんや関係者の⽅々にＣＳＷの活躍を応援する⽴場から 3 つの事柄をぜひ紹介したいと思い
ます。 
 第 1 に、この 1 年間は新型コロナウィルス禍での困難な活動であったという事実です。今ま
で誰もが経験したことがない世界的なパンデミック危機の中で、ＣＳＷの活動は予期しなかっ
た困難の連続に遭遇しました。 

三蜜を避けることから、訪問活動や子ども食堂などの居場所活動、対面的な接触のほとんど
すべてが⾃粛され、活動を委縮せざるを得なかったことは実績が示している通りです。それで
も、フードパントリーの開拓や⼯夫を凝らした寄り添う支援の成果が語られています。 
 第 2 に、私が毎月のスーパービジョンを担当して思うことは、一人ひとりのＣＳＷが確実に
⼒量を上げ、成⻑していることです。しっかりと⾃分なりの考えや関わりを⾃⼰分析し、発⾔す
る瞳に確かな⾃信を⾒ることができます。 
 第 3 に、ＣＳＷの活動が丁寧に個別支援を日々担いながら、社会参加支援や地域づくりを総
合的に志向し、関係する人々や機関としっかりと連携を強めていることです。50 名を超える社会福
祉士有資格者や 10 名の精神保健福祉士有資格者の擁する県内のトップランナーとして皆さんの活
動をこれからも応援します︕ 

この報告書は、所沢市社会福祉協議会が平成 27 年度のモデル配置を経て、平成 28 年度から市内全
⾏政区に配置し活動を開始したコミュニティソーシャルワーカー（以下、ＣＳＷ）の取り組みや相談対
応から⾒えてきた現状と課題について「⾒える化」を試みるものとして発⾏いたしました。 

ＣＳＷの配置から６年が経過し、ＣＳＷは複合的な課題や狭間のニーズ等、⾃らＳОＳを発するこ
となく地域から孤⽴し、生きづらさや生活に困難を抱えている⽅々を必要な支援につなげていけるよ
う、取り組んでまいりました。 

そして令和２年度は「新型コロナウイルス感染症」の感染拡大よる複数回の緊急事態措置の中で、様々
な活動の⾃粛を余儀なくされました。これまで⾏われてきた地域福祉活動の中で積み上げてきた「つな
がり」が断たれてしまうことにより、新たな孤⽴や孤独を生み出してしまい兼ねない状況を目の
当たりにし、ＣＳＷとして「今、何ができるのか︖」を問い続けてきた一年となりました。 

ＣＳＷの活動は「寄り添う」、「伴走する」といった、困りごとを抱える⽅の近くで支援をするこ
とが基本的なスタンスであり、どうしたら「集まらなくても、つながり続けることができるか」とい
う、これまでとは異なる発想を求められました。こうしたことから、高齢者が外に出なくなったこ
とによる運動機能の低下や、近所同士の⾒守りもできにくくなった、こども食堂に来ていたこど
も達の生活の様子が⾒えなくなった等、様々な課題が生まれ、誰もが経験したことのない事態の中
で、ＣＳＷも模索し続けてまいりました。その活動の一つとして、こども食堂等を通じて必要な世帯へ
食品をお届けする「笑顔でごはんフードパントリー事業」の取り組みを始め、コロナ禍でも持続可能な
活動形態として定着しました。また、広く情報を発信していくため動画配信サイトの活用も始めました。  

まだまだ、新型コロナウィルス感染症は収束していませんが、様々な地域課題の解決に向け、地域
の皆様とともに、取り組んでまいりたいと思います。 
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■コミュニティソーシャルワーカー（CSW）とは  
地域を基盤として活動し、地域の中で支援につながらず困っている⽅を発⾒し、支援します。従来の

制度や法の枠組みのなかでは⼗分に対応できない、いわゆる「制度の狭間」で困りごとを抱える人に寄
り添いながらニーズの共通性に着目し、地域の生活課題の解決に向けて、地域住⺠と協働して新しい仕
組みづくりにとりくむ専門職です。 
◎市内11⾏政地区ごとに担当 CSWを 配 置し てい ま す 。 
 

 
キャッチフレーズ 

ささえる つながる みつけだす 
 
●ささえる 

ひきこもり、セルフネグレクト（福祉サービスを拒んだり、本人が支援の必要性を感じていない等）や
いわゆる「ごみ屋敷」の問題などの適切なつなぎ先がない⽅、複数の生活課題を抱えている等、アウトリ
ーチ※１を基本とした相談支援を⾏っています。制度の狭間で生活のしづらさや、生きづらさを抱える課
題を、⾃治会・⺠生委員･児童委員・ボランティア等の地域住⺠と協⼒しながら、課題の解決に向けて一
緒に取り組んでいます。また、所沢市こどもと福祉の未来館・1 階に設置する福祉の相談窓口担当職員の
他、必要に応じて福祉・保健・教育等関係機関とも連携して支援しています。 
※１ アウトリーチ…積極的に対象者の居る場所に出向いて働きかけること 

 
【⽣活上の様々な困りごと・課題の例】 
 ⻑い間⾃宅に引きこもっていて、一歩を踏み出せない 
 たくさんの問題を抱え、どこに相談していいのかわからない 
 定年退職後、何も楽しみ・生きがい（趣味等）がない離職や失職、減収による生活困窮 
 加齢による体⼒低下や認知症のため⾝の回りのこと（買物・掃除・ゴミ出し等）ができなくなる 
 介護・育児（ダブルケア）によるストレス、虐待  等 

 
●つながる 

地域の中で活動することを通して、地域住⺠の声をもとに、⾃ら SOS を発信
できない⽅や、社会的孤⽴により支援につながらない⽅等を、問題が重篤化する
前に発⾒し、必要なサービスへつなぎます。 

また、住みなれた地域で安心して暮らせるよう、住⺠活動による支援とつなが
るようサポートしています。 
 このように、CＳＷは人と人をつないだり、人と情報をつないだり、様々な場
面で「つなぐ」役割を担っています。 

 
【CSW がつなぐ住⺠活動の例】 
 ボランティア活動・サークル活動 

 高齢者サロン・子育てサロン・多世代型サロン 

 こども食堂・学習支援、フードパントリー 等 

CSW の主な活動  
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●みつけだす 
地域で開催される会議体や相談会に参加するとともに、地域の中で心配な⽅や気になる⽅と CＳＷが

つながれるように、相談会の開催や日頃からの関係づくり、周知活動を⾏っています。 
また、様々な会議の場や情報交換等を通じて、地域課題の把握にも努めています。 
 

【会議体や相談会の例】 
 地域づくり協議会・地区社協との連携・協働 

 地域ケア会議への参加 

 住⺠懇談会など福祉情報交換会の開催 

 各地区の⾝近な相談窓口の設置 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度各地区 CSW 配置図 
所沢社協だより No.100 より 

住⺠への周知や 
個別支援でのアプローチに 
チラシを活用しています➡ 
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CSW活動報告

Ⅰ　相談集計表

【 総合的福祉相談（個別相談支援、被災者支援、その他） 】【 相談対応件数 】

【 対象者種別 】 【 相談方法 】

【 相談者 】 【 対象者 】

延べ件数

0～9歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～70歳

70～74歳

75歳以上

年齢不明

合計

関係機関

近隣住人

その他

合計

4.6%

7.7%

26.8%

3.1%

3.6%

100.0%

0.9%

16.6%

100.0%

140

299

777

1,114 34.8%

24.3%

9.3%

4.4%

1,971 61.0%

4.3%

8.2%

21.1%

2.6%

2.8%

100.0%3,232

89

84

683

高齢者

令和2年度 令和元年度

個別相談支援

被災者支援

その他

合計（延べ件数）

令和2年度

3,203 3,232

新規相談

継続相談

合計

令和元年度

628

2,604

3,2323,203

2,697

506

延べ件数 構成比

1,575 48.7%

19.2%

12.1%

2.4%

11.6%

6.0%

100.0%3,232

193

374

77

392

令和元年度令和2年度

62116.6%

9.9%

3.0%

8.1%

6.1%

100.0%3,203

194

258

96

316

533

延べ件数 構成比

1,806 56.4%

団体等

その他

合計

本人 106

228

61

相談会

出先にて

その他

合計

265

140民生委員

家族

延べ人数

来所

障害者

子ども

延べ件数 構成比

159

99

814

令和元年度令和2年度

構成比延べ件数構成比

3,203

114

99

857

248

146

1,739 54.3%

生活保護

施策利用なし

電話相談

訪問

3,232 552

2801,009

197 21

1578

376 42

28243

27 181 17

194817

実人数延べ人数実人数

50

543 59

33290

357

488

221

452

465

110

3,203

18

11

17 139 16

22

2212846

50

令和元年度令和2年度

2,911 2,978

4 12

288 242

3,203

531

29

313 9.8%

80

19

CSWは、誰もが安心して地域で暮らせるように民生委員・児童委員やボランティア等の各

種関係機関・団体の皆様、自治会・町内会、地域づくり協議会等の皆様と連携し、居場所づく

りや支え合いのしくみづくりを行っています。令和2年度は、新型コロナウィルスの感染拡大

により、相談会の中止や日ごろCSWが出向いている活動先等においても、活動の中止や休止

が続きましたが、全体的な相談件数としては、前年度とほぼ同様の件数が寄せらせました。

この表は、令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）に、CSWが対応した相談件数、

相談対象者の種別及び年齢層、相談方法、相談内容を集計したものです。

相談件数に大きな変化はありま

せんでしたが、コロナ禍という

ことで電話相談が増加しました。

また、後期高齢者の相談が多い

一方で、30～50代の現役世代

の相談も多く寄せられました。
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【 相談内容 】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

【 対象者年代別相談者 】

3

30

123

23

75歳以上

年齢不明

合計 1,635

160

324

11

65～70歳

70～74歳 60

59 1

0

50～59歳

60～64歳 69

288 32

中卒・高校中退

ひとり親

95235

23

120

833

63

289

282

14

187

37

32

0

7

1

40

17

70 7

4

15

7

20 13

38

1

06

8

38

96 7

2

2

0

221

452

5

0

10～19歳

20～29歳 43

168

12

29 3

4

0

11

28 228

61

0

30～39歳

40～49歳 223

174

182

合計

106

3,203 100.0%

民生委員

合計 3,232

相談内容（対象者との関係）

180～9歳

対象者年代

67

本人

17

関係機関 その他

3

近隣住人

01

家族

1.3%

26

176 5.5%

81 2.5%

相談内容
令和2年度

サービス利用

病気

けが

障がい（疑い）

障がい（手帳有）

メンタルヘルスの課題（うつ・不眠・不安・依存症・適応障害など）

自死企図

住まい不安定

ホームレス

経済的困窮

（多重・過重）債務

家計管理の課題

就職活動困難

就職定着困難

生活習慣の乱れ

75

1 0.0%

9.0%

社会的孤立

家族関係・家族の問題

不登校

ふくし学習（初回相談のみ）

ＤＶ・虐待

外国籍

42 1.3%

0 0.0%

刑余者

コミュニケーションが苦手

能力の課題（識字・言語・理解等）

被災

介護

育児

性別

地域との関係

その他

42

ボランティアしたい 207

242

157

16 0.5%

24 0.7%

ボランティアしてほしい

36

25

1

88

54

124 0.1%

107 3.3%

2.3%

288

99

2.7%

0.0%

7.5%

6.4%

176

27

104

150

3.3%

7.9%

0.8%

5.4%

255

108

4.6%

3.2%

0.8%

9.8%

0.3%

2.4%

0

317

27

76

0.9%

0.9%

0.5%

2.5%

30

28

81

0.1%

7.2%

1.9%

7.2%

7.2%

44

58

3

1920 0.6%

1 0.0%

15

60

234

234

234

24 0.7%

48 1.5%

8 0.2%

0.4%

1.7%

4.9%

276 8.6%

367 11.5%

3.1%

100.0%

0.8%

1.1%

0.6%

0.0%

20

286 8.9%

70 2.2%

0.8%

23 0.7%

1.8%

1.4%

0.6%

54 1.7%

2 0.1%

281 8.8%

0.9%

185 5.8%

112 0.1%

27 0.8%

91 2.8%

229 7.1%

延べ件数 構成比

154 4.8%

145 4.5%

令和元年度

延べ件数 構成比

28

814

488

3,203

465

110

159

99
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相
談

集
計

表

【
 対

象
者

年
代

別
主

な
相

談
内

容
 】

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4

0
～

3
0

1
2

4
1
0

0
0

1
8

0
0

0
0

3
2

5
0

2
0

2
2

1
0

2
0

0
1

5
0

1
6
1
9
1
4

3

1
0

～
3

0
0

2
9

2
3

0
0

0
1

0
0

1
0

4
4
6
3
1
4
4
0

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

3
0

0
1
6

4
3

2
0

～
0

0
0

1
0

1
0

0
0

6
0

3
2

0
0

3
6

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

0
1

2
3
3

1

3
0

～
2

5
0

2
9

2
4
6

1
1

0
3
0

1
0

9
1
2

2
7

1
0

0
1

0
6

0
1
8

1
5

3
0

0
1
0

0
2

5
1
2

1

4
0

～
6

3
0

4
5

5
3
0

0
3

0
7
3

0
1
8

8
1

5
0
4
9
6
9
1
7

0
0

1
1

0
1
7

0
3

3
0

6
6

0
0

1
2
1
5

2

5
0

～
1
0
2
6

6
2
8
1
9
4
9

0
6

0
4
6

0
5

1
9

3
5
5
4
8
3
7

7
0

0
1

0
1

0
3

2
0

7
5

0
2
0
4
2
1
5

5

6
0

～
0

1
5

0
7

0
6

0
0

0
1
5

4
3

5
1

1
8
1
3

7
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
3

0
0

1
7

3
0

6
5

～
1
1
1
6

3
7

6
3

0
0

1
1
2

0
3

1
0

1
9
2
2

4
0

0
0

0
0

0
0

1
1

0
2

0
0

0
1
8
1
0
1
9

7
0

～
6

6
1

0
3

6
1

5
0

1
4

0
1

0
0

9
1
2

2
0

0
0

0
0

0
0

1
0

3
5

0
0

1
1

3
5

5

7
5

～
9
6
5
6
1
5

2
3
4
2
8

0
1
0

0
5
1

2
5

7
0

6
0
1
1
7
9
0

0
0

1
0

1
4

1
0

1
1
3

0
7
4

5
0

9
8
7
1
7
1
9

不
明
1
4
1
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2
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と
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の
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）
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い
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（
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い
）
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・
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校
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（
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・
不
眠
・
不
安
・

2
1
ひ
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存
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・
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ど
）

2
2
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国
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い
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安
定
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ー
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重
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計
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被
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就
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1
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1
0
0
.0
%

2
2
1
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4
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1
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1
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相
談
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容

総
計

1
0
6

2
2
8

令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
、

社
会
的
孤
立
を
し
て
い
る

方
か
ら
の
ご
相
談
が
最
も

多
い
で
す
が
、
令
和
2
年

度
は
そ
の
割
合
が
増
加
し

ま
し
た
。
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Ⅱ　地区別支援回数（個別支援・地域支援）

【所沢地区個人支援順位】 【所沢地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 40 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 39 社協が運営する拠点活動

2 18 安否確認 2 15 地域福祉サポーターの取り組み

2 18 ボランティア活動をしたい 3 14 子ども支援（こども食堂・学習支援）

4 9 今後の不安 4 11 地域の居場所（サロン・体操等）

5 5 寄付 4 11 ふくし掲示板管理

5 5 ボランティア要請 6 9 ふくし学習（学校関係）

5 5 どこに相談したらいいか 7 8 第２層ＳＣとの連携※

8 4 家族関係 8 7 地域からの問い合わせ・対応

8 4 こども食堂 9 6 担い手・ボランティア活動の相談支援

− 8 その他 10 5 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

【松井地区個人支援順位】 【松井地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 125 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 99 ふくし掲示板管理

2 62 関係者との情報共有 2 66 地域の居場所（サロン・体操等）

3 29 安否確認 3 25 地域からの問い合わせ・対応

4 15 今後の不安 4 36 地域福祉サポーターの取り組み

5 10 経済困難 5 92 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

6 10 ボランティア活動をしたい 5 8 子ども支援（こども食堂・学習支援）

7 7 家族関係 7 6 第２層ＳＣとの連携

7 7 ボランティア要請 8 5 相談会の開催

9 6 実施方法についての相談 8 5 社会福祉法人の地域公益活動支援

10 4 介護 10 4 地域行事への参加・協力

10 4 引きこもり

【柳瀬地区個人支援順位】 【柳瀬地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 9 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 36 子ども支援（こども食堂・学習支援）

1 9 ボランティア要請 2 20 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

3 6 家族関係 2 20 地域からの問い合わせ・対応

3 6 引きこもり 4 10 地域の居場所（サロン・体操等）

5 4 今後の不安 5 6 相談会の開催

5 4 経済困難 6 4 担い手・ボランティア活動の相談支援

7 3 寄付 7 3 第２層ＳＣとの連携

7 3 どこに相談したらいいか 7 3 社会福祉法人の地域公益活動支援

7 3 カンファレンス 9 2 地域福祉サポーターの取り組み

10 2 病気 9 2 ふくし掲示板管理

順位別相談内容（R02.04～R03.03）

※ＳＣ…生活支援コーディネーター（高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進しえいくことを目的とし、地域に

おいて、生活支援及び介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネート機能を果たす者）

CSWによる相談対応や支援の内容を地区ごとに集計したものです。また、市内全体にか

かわる支援や市外の支援についても集計しています。

全体で見ると、「今後の対応についての相談・打ち合わせ」が多くなっており、相談者

の多くは複数の課題を抱えており、関係機関や専門職との連携や関りも増えています。
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【富岡地区個人支援順位】 【富岡地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 12 関係者との情報共有 1 28 地域の居場所（サロン・体操等）

1 12 ボランティア要請 2 18 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

3 9 今後の対応についての相談・打ち合わせ 3 11 相談会の開催

4 7 どこに相談したらいいか 4 10 ふくし掲示板管理

6 5 ボランティア活動をしたい 5 3 担い手・ボランティア活動の相談支援

7 4 経済困難 5 3 掲示板

7 4 安否確認 6 1 地域ケア会議（第2層協議体）

9 3 高齢 6 1 地域からの問い合わせ・対応

9 3 ごみ屋敷 − 34 その他

− 7 その他 − 6 その他の会議

【新所沢地区個人支援順位】 【新所沢地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 24 ボランティア活動をしたい 1 9 地域の居場所（サロン・体操等）

2 21 関係者との情報共有 2 7 第２層ＳＣとの連携

3 15 経済困難 3 6 会議

3 15 どこに相談したらいいか 4 5 ふくし掲示板管理

5 10 今後の対応についての相談・打ち合わせ 5 4 ふくし学習（学校関係）

6 4 高齢 6 3 地域福祉サポーターの取り組み

6 4 家族関係 6 3 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

6 4 ボランティア要請 6 3 地域からの問い合わせ・対応

6 4 ふくし学習 − 10 その他

− 10 その他 − 4 その他の会議

【新所沢東地区個人支援順位】 【新所沢東地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 14 関係者との情報共有 1 3 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

2 11 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 3 掲示板

2 11 ボランティア活動をしたい 2 2 第２層ＳＣとの連携

4 6 知的障害 4 1 地域行事への参加・協力

5 5 経済困難 4 1 地域の居場所（サロン・体操等）

6 3 寄付 4 1 地域ケア会議（第2層協議体）

7 2 近隣トラブル 4 1 子ども支援（こども食堂・学習支援）

7 2 どこに相談したらいいか 4 1 会議

7 2 こども食堂 − 6 その他

− 7 その他 − 4 その他の会議

【三ヶ島地区個人支援順位】 【三ヶ島地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 16 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 14 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

2 7 近隣トラブル 2 9 第２層ＳＣとの連携

2 7 ボランティア活動をしたい 3 7 地域からの問い合わせ・対応

4 4 騒音問題 4 8 ふくし掲示板管理

5 3 生活支援 5 6 地域の居場所（サロン・体操等）

6 2 精神障害 6 2 担い手・ボランティア活動の相談支援

6 2 ごみ屋敷 6 2 地域ケア会議（第2層協議体）

6 2 近くで通える場を知りたい 6 2 相談会の開催

6 2 認知 9 1 人材育成・講座・学習等（学校関係以外）

− 5 その他 9 1 地域福祉サポーターの取り組み

9 1 子ども支援（こども食堂・学習支援）

9 1 企業・商店等の地域公益活動支援

おいて、生活支援及び介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネート機能を果たす者）
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【小手指地区個人支援順位】 【小手指地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 47 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 39 地域の居場所（サロン・体操等）

2 23 近隣トラブル 2 23 子ども支援（こども食堂・学習支援）

3 15 どこに相談したらいいか 3 14 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

4 14 経済困難 4 13 第２層ＳＣとの連携

5 11 実施方法についての相談 5 11 ふくし学習（学校関係）

6 17 ボランティア活動をしたい 6 5 ふくし掲示板管理

7 6 こども食堂 7 3 地域からの問い合わせ・対応

8 5 近くで通える場を知りたい 8 3 相談会の開催

9 3 引きこもり 9 2 地域ケア会議（第2層協議体）

− 5 その他 − 35 その他

【山口地区個人支援順位】 【山口地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 24 今後の不安 1 12 子ども支援（こども食堂・学習支援）

1 24 今後の対応についての相談・打ち合わせ 2 9 相談会の開催

3 11 ボランティア活動をしたい 3 7 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

3 11 どこに相談したらいいか 5 3 地域福祉サポーターの取り組み

5 9 家族関係 5 3 地域の居場所（サロン・体操等）

6 8 学習課題 5 3 その他の会議

7 7 こども食堂 8 2 地域からの問い合わせ・対応

8 5 関係者との情報共有 8 2 担い手・ボランティア活動の相談支援

8 5 安否確認 8 2 掲示板

− 5 その他 − 4 その他

【吾妻地区個人支援順位】 【吾妻地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 7 実施方法についての相談 1 17 子ども支援（こども食堂・学習支援）

1 7 どこに相談したらいいか 2 15 ふくし学習（学校関係）

3 5 経済困難 3 13 地域の居場所（サロン・体操等）

3 5 関係者との情報共有 4 8 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

3 5 安否確認 5 6 ふくし掲示板管理

3 5 ごみ屋敷 6 5 担い手・ボランティア活動の相談支援

7 4 今後の対応についての相談・打ち合わせ 7 3 地域からの問い合わせ・対応

7 4 ボランティア要請 8 2 地域福祉サポーターの取り組み

9 3 ボランティア活動をしたい − 3 その他の会議

− 4 その他 − 22 その他

【並木地区個人支援順位】 【並木地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 69 関係者との情報共有 1 103 地域の居場所（サロン・体操等）

2 53 今後の対応についての相談・打ち合わせ 2 52 相談会の開催

3 33 どこに相談したらいいか 3 42 子ども支援（こども食堂・学習支援）

4 29 引きこもり 4 22 地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

5 22 ボランティア活動をしたい 5 11 ふくし掲示板管理

6 12 ボランティア要請 6 9 掲示板

7 11 不安 7 6 地域福祉サポーターの取り組み

8 10 精神障害 8 3 担い手・ボランティア活動の相談支援

8 10 経済困難 9 3 ふくし学習（学校関係）

− 74 その他 − 75 その他
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【市内広域個人支援順位】 【市内広域地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 7 ボランティア活動をしたい 1 15 子ども支援（こども食堂・学習支援）

2 2 寄付 2 12 担い手・ボランティア活動の相談支援

3 1 実施方法についての相談 3 5 企業・商店等の地域公益活動支援

3 1 今後の対応についての相談・打ち合わせ 4 9 地域からの問い合わせ・対応

3 1 関係者との情報共有 − 35 その他の会議

3 1 ボランティア要請 − 19 その他

3 1 こども食堂

− 6 その他

【市外・その他地区個人支援順位】 【市外・その他地区地域支援順位】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 9 ボランティア活動をしたい 1 3 子ども支援（こども食堂・学習支援）

2 4 どこに相談したらいいか 2 1 担い手・ボランティア活動の相談支援

3 3 関係者との情報共有 − 8 その他

3 3 ボランティア要請

5 2 精神障害

5 2 介護

7 1 今後の不安

7 1 今後の対応についての相談・打ち合わせ

7 1 言語が通じない

− 6 その他

こども支援（こども食堂・学習

支援）のご相談が各地区で増加

しました。フードパントリーの

立ち上げなど、コロナ禍での新

たな活動が増えました。
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Ⅲ　地域の実態把握及び支援

令和2年度 令和元年度

56 27

14 7

30 45

1 －

11 －

20 36

59 41

32 23

4 －

1 5

9 －

3 －

17 31

58 14

内容

子ども支援（こども食堂・学習支援）

その他の会議

地域の居場所（サロン・体操等）

地域づくり協議会・自治連・地区社協・民児協等の会議

ふくし掲示板管理

ふくし学習（学校関係）

担い手・ボランティア活動の相談支援

相談会の開催

社会福祉法人の地域公益活動支援

掲示板

企業・商店等の地域公益活動支援

地域からの問い合わせ・対応

その他

地域福祉サポーターの取り組み

こども食堂等を通じて、

こども達へ食糧品やお弁当を

お届けすることで、つながり

を絶やさないようにしました。

CＳＷは個別の相談対応や、担当地区において課題や社会資源等の実態把握及び様々

な取り組みに対する支援を行っています。個別の相談から見えてくる地域のニーズを

地域住民や関係団体等と解決に向けた話し合いや具体的な取り組みを通じて、地域の

つながりづくりや支え合いの仕組みづくりを進め、地域の福祉力向上を図っています。

この表は、地域におけるその具体的な支援内容を集計したものです。

令和２年度の特徴としては、新型コロナウィルス感染症の拡大により、地域の様々

な居場所やこども食堂等の活動が休止となりました。活動再開に向け、新しい生活様

式を取り入れた活動支援やこども食堂等を通じて行うフードパントリー※2等、これま

でとは異なる内容の支援が多くありました。

※２ フードパントリ―…ひとり親や生活困窮者など、生活に困っている方々に食料

品を無料で配布する活動

12



CSＷ会議 ぽかぽか並木（フードパントリー）

ジュニアボランティグループ・はっぴぃー 地域福祉ｻﾎﾟｰﾀｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講座（YouTubeﾗｲﾌﾞ）

増田さん家（フードパントリー） 地域福祉サポーター世話役会（Zoom）

令和2年5月28日

【各種取り組みの様子】

令和2年4月10日

令和2年6月20日 令和2年7月4日

令和2年7月9日 令和2年7月13日
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認知症サポーター養成講座（専門学校にて） ふくし学習（若狭小）

みんなのおうち（フードパントリー） 地域福祉活動推進会議

山口地区まちづくり協議会（地域福祉部会研修会） 地域福祉サポーター養成講座

令和2年11月30日

令和2年10月29日 令和2年11月20日

令和2年12月5日・6日

令和2年10月9日令和2年9月3日
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■まとめ 
 
Ⅰ 相談件数等から⾒る考察 

令和２年度は個別ケースの相談件数は、延べ件数では令和元年度と⼤きな差異は
ありませんでしたが、実人数が減少しています。これは同じ相談者に対しての関わ
りが増加していることがわかります。新型コロナウイルス感染拡⼤の⻑期化に伴い、
地域住⺠の抱える課題はより⼀層複雑・多様化しＣＳＷの関りも⻑期化しています。 

また、「ステイホーム」の呼びかけによる外出自粛や飲食店の営業自粛など経済
情勢の悪化による収入減少や失職など、経済的困窮の相談が爆発的に増加しました。  

それにより、⽣活福祉資⾦の特例貸付の相談が担当者だけでは応対が困難となり、
ＣＳＷも特例貸付の相談員として活動することもありました。報告書のデータ上で
は、これらの相談件数は数値として反映されていませんが、そういった相談者の中
には、経済面での困りごとだけではなく複数の課題を抱えており、ＣＳＷにつなが
ってくるケースも多く⾒られました。 

また、新型コロナウイルスの影響により、地域の様々な活動も休止や縮小を余儀
なくされ、これまで積み上げてきた地域のつながりや支え合い活動の継続が困難に
なってしまいました。 

これまで地域で⾒守られたり、支えられてきた世帯が⼀気に孤⽴し、家族だけで
は解決できない問題となって表出しているケースや、介護や病気に関する相談も1.5
〜2倍近くに増加しています。人との関りや外出を控えるようになったことによる心
身の衰えや病気の進⾏なども懸念されます。 

このように、新型コロナウイルス感染症のもたらした地域福祉への影響は、問題
や⽣きづらさを抱える方だけではなく、これまで自⽴して⽣活してきた方々にとっ
ても、様々な形となって表れてきました。それはＣＳＷにとっても、⼤きな課壁と
なって⽴ちふさがり、三密（密集、密接、密閉）を避けながら、どのようにしたら必
要な方へ支援や情報を届けることができるのか、模索する⼀年となりました。 

 
社会的孤⽴ 

新型コロナウイルス感染拡⼤の影響により、これまで、地域の中で培われてきた
「顔の⾒える関係づくり」は、「人との接触をできるだけしない」という対極の⾏
動を求められ、会わなくても、集まらなくても、“つながりを絶やさない取り組み”に
心を砕きました。 

居場所づくりを⾏うボランティア団体の⼀部においても、
高齢化による活動継続困難な課題と新型コロナウイルス感染
拡⼤による活動休止が重なったことで、「解散」という結論を
選択した団体もありました。サロンなどに足を運んでいた方
たちは居場所を失い、精神的な落ち込みにつながったり、人
とのつながりが断たれ、社会的孤⽴に陥る人々が増加してい
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きました。 
 このような状況の中、どうしたら地域の中でつながりを絶やさずに暮らせるか、
CＳＷの中で話し合いを重ね、インターネットを活⽤した情報発信や、無料動画配信
サイトを活⽤することを始めました。このことにより、つながれた人がいる⼀方で、
インターネットを利⽤できる環境の無い方や操作の苦手な方も多く、つながりを絶
やさないための模索が続いています。 
 
身体におよぼす影響 

外出を控え、人との接触を縮小するなど、⻑い自粛⽣活（ステイホーム）は、身体
にも⼤きな影響を与えてきました。定期的な運動や外出の機会を失い、他者とのコ
ミュニケーションが取りづらくなっていくことは、心身機能の低下につながり、介
護に関する相談の増加や、仕事や⽣活の不安からストレスを感じ、メンタルヘルス
にも影響をもたらすケースも少なくありませんでした。 

外出自粛の⽣活や居場所となっていたサロンが休止することで「話し相手がいな
い」、「周囲に相談できる人がいない」という状況を⽣み出し、社会的孤⽴や引きこ
もり状態に陥ってしまう要因に⼤きく影響しています。 
 
 
Ⅱ CSW活動のまとめ 
（１）地域福祉活動の変化 

新型コロナウイルス感染症の拡⼤防止のため、地域住⺠による支え合い活動等の
取り組みは縮小や減少せざるを得ない状況となり、自治会の回覧板も回すことがで
きなくなったり、地域の活動が全面的にストップする時期もありました。 

そのような時期を経て、地域の中では「このまま何もできない状態を続けていて
はいけない」「できることから始めよう」といった声が出始め、これまでの活動を
継続していくためにはどうしたらよいか、知恵と工夫が求められました。 

私たちＣＳＷも、地域での⾒守りやつながりを絶やさないために「何ができるか」
を話し合い、コロナ禍でも創意工夫しながら⾏われている活動の紹介や、活動者向
けの「新しい⽣活様式」の作成、ダンボール
パーテーションの作り方の動画を配信する
など、活動再開に役⽴てられる情報を積極的
に発信しました。 

それをきっかけに、感染予防を⾏いながら
活動を再開したり、訪問型のサロン活動にカ
タチを変え、高齢者世帯への声かけを⾏った
り、住⺠の地域福祉活動にも少しづつ変化が
みられるようになりました。 
 

お変わり 
ないですか︖ 
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（２）個別支援 
事 例 こどもの居場所づくりの試⾏ 

ＣＳＷが地区のまちづくり協議会と共催で開催している「なんでも相談会」で「近
所に気になるこどもがいる」との相談が寄せられました。そのこどもは、休⽇や⻑
期休みになると、朝 7 時ごろから近所の友人宅へ「遊ぼう︕」と訪問しており、早
朝から遊びに出かける状況や人懐っこい性格から、こどもが犯罪などに巻き込まれ
ないだろうか、と心配し相談に至りました。 

相談者は、「この⼦を地域ぐるみで⾒守り、支えたい」という思いがありました。
既に学校や児童館、こども相談センター、⺠⽣委員等にも相談していたことから、
この情報をもとに関係機関と情報共有し、学校内や近所とのトラブルがあることや、
朝食を摂らずに登校していることなど、家庭環境にも課題があることがわかりまし
た。検討の結果、⻑期休みとなる夏休み中の安否確認を⾏えると良いのではないか、
ということになり、ＣＳＷとして地区内に無かった「こどもの居場所」づくりがで
きないか、まちづくり協議会の福祉部会に働きかけました。 

その結果、自宅を会場として提供を申し出た住⺠や居場所運営に係る協⼒者（⺠
⽣委員、地域福祉サポーター、サロンボランティア、⽣活支援コーディネーター等）
とともに、⼀人のこどものニーズから、地域ぐるみで夏
休みのこどもの居場所づくりへと発展することができ
ました。 

 
●相談から居場所づくりまでの流れ 
   
 
 
 
 
 
（３）地域支援 
事 例 コロナ禍でのＣＳＷの取り組み 

○笑顔でごはんフードパントリ―事業の試⾏ 
新型コロナウイルス感染症の拡⼤による緊急事態宣言の中、学校は休校となり、こ

どもの居場所となっていた「こども食堂」も集まることができず、こども達の⽣活
の様⼦が⾒えなくなってしまいました。 

「こども食堂」に来ていたこども達は、家庭に様々な背景があり「つながりを絶
やしてはいけない」こども達であり、どうしたらつながり続けられるのかＣＳＷと
して頭を悩ませました。 

こどもの居
場所づくり

へ 

地域住⺠と
の協⼒ 

近所に気に
なる子が 

いる 

地区の相談
会に相談者

が来所 
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ちゃんと食事が摂れているのか、と心配する「こども食堂」の運
営スタッフが、こども達のためにテイクアウト⽤のおにぎりをつ
くる姿を⾒て、食品やお弁当の配布なら「集まらなくても、こども
達とつながれる」と考え、「笑顔でごはんフードパントリ―事業」
をスタートすることにしました。 

市内4カ所の「こども食堂」と連携し５月より試⾏が始まり、「こ
ども食堂」の運営スタッフにとっては、これが活動再開のきっかけ
となりました。９月からは正式に事業がスタートし、市内７カ所の
「こども食堂」を通じて、お弁当464食・食料品671食を配布し、
こども達とつながりを保ちながら、こども達の⽣活の様⼦を把握したり、継続した
困りごとの聞き取りができるようになりました。 

また、地域福祉サポーターや⺠⽣委員等、多くの方々から食料品の提供があり、
側面を支えてもらっています。 
 
○手紙の配布 
 新型コロナウイルス感染症の拡⼤による緊急事態宣言の発
令に伴い、ＣＳＷとしても、これまでのような地域の中での活
動ができなくなり、「手紙」というカタチで地域とのつながり
を切らさない取り組みを⾏いました。 
 
○ボランティアセンター・生活支援コーディネーター 

との連携 
 新型コロナウイルス感染症の拡⼤により、市場でマスクの入手が困難になったこ
とから、ボランティアセンターと協働し、ボランティアによる手作りマスクを募集
するとともに、必要な方へ提供を⾏いました。 

地域では多くの活動が休止・縮小する中、どのように活動を再開させれば良いか、
不安を感じている団体が多く、ボランティアセンター・⽣活支援コーディネーター
と協働し、活動再開の⼀助となるよう「新しい⽣活様Vol.1〜3」を発⾏するととも
に、多くの市⺠に対しタイムリーな情報を発信できるよう、新たに無料動画配信サ
イト「YouTube」の活⽤を⾏いました。 

 
★所沢社協ボランティアセンターチャンネル 
https://www.youtube.com/channel/UCGobqf1YOYMy_ 
wkiYYnUXxA/featured 
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（３）地域アセスメントシートの更新 

地域アセスメントシートは、地区の基本情報や地域特性（歴史、文化、自然環境
等）、活動に取り組む中で地域が直面する課題、社会資源（地域住⺠・組織・団体の
活動内容や状況など）や地域におけるニーズ等を各地区のＣＳＷが整理したもので、
それらを踏まえつつ、CSWが地域における取り組みの中で⾒えてきた課題を抽出し、
CSWとして今後取り組んでいきたいことをまとめました。 

地域を客観的に捉え、分析し、「⾒える化」することは、誰もが安心して暮らせる
まちづくりを住⺠、関係機関・団体の皆様とともに検討する上で⽋かせない取り組
みであり、今後も継続してアセスメントシートを⾒直していきます。 

 

≪アセスメントシートの項目≫ 
①基本情報（人⼝・高齢化率・自治会）、②どのような地域特性（歴史、文化、自然環境、産業
等）か、③どのようなニーズがあるか、④どのような福祉活動（フォーマル）があるか、⑤どのよ
うな福祉活動（インフォーマル）があるか、⑥地域に「あったらいいな」と思うもの、⑦「あった
らいいな」の実現のために、活⽤できる資源（ヒト・モノ・カネ・情報）、⑧現在取り組んでいる
こと、⾒えてきた課題、⑨CSWがこれから取り組みたいこと 
 
※次ページ以降のアセスメントシートは紙面の関係上、⼀部を抜粋しています。 
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地
面

か
ら

実
際

は
実

績
が

得
ら

れ
て

い
な

い
。

実
際

は
、

相
談

に
つ

な
が

っ
て

い
な

い
住

⺠
が

相
当

数
存

在
す

る
と

考
え

ら
え

れ
、住

⺠
に

と
っ

て
⾝

近
で

地
域

に
開

か
れ

た
相

談
会

に
し

て
い

く
た

め
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
情

報
発

信
 

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

地
区

内
の

様
々

な
取

り
組

み
に

関
す

る
情

報
発

信
が

必
要

で
あ

る
。

 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
相

談
の

場
や

見
守

り
や

支
え

合
い

の
仕

組
み

づ
く

り
の

検
討

 

 
地

域
ケ

ア
会

議
等

で
、

⾝
近

な
と

こ
ろ

で
気

軽
に

相
談

で
き

る
場

が
あ

る
と

良
い

と
い

う
声

や
、

自
治

会
等

か
ら

見
守

り
や

支
え

合
い

の
仕

組
み

に
つ

い
て

検
討

し
た

い
と

い
う

声
が

あ
る

。
地

域
づ

く
り

協
議

会
に

お
い

て
も

相
談

会
の

開
催

が
令

和
3年

度
の

取
り

組
み

の
一

つ
と

な
る

予
定

で
あ

り
、

ま
た

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

地
域

の
関

係
機

関
、

団
体

等
と

の
検

討
が

開
始

さ
れ

る
等

、
皆

で
考

え
て

い
こ

う
と

い
う

機
運

が
高

ま
っ

て
い

る
。

市
⺠

参
加

を
活

か
し

な
が

ら
企

画
運

営
を

検
討

し
た

い
。

合
わ

せ
て

、
所

沢
地

区
な

ら
で

は
の

見
守

り
や

支
え

合
い

の
仕

組
み

の
検

討
も

し
て

い
き

た
い

。
 

 ②
情

報
発

信
の

充
実

 

 
現

在
所

沢
地

区
で

の
様

々
な

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

情
報

を
随

時
発

信
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
。

そ
の

た
め

の
方

法
を

地
域

福
祉

サ
ポ

ー
タ

ー
を

は
じ

め
、

地
域

の
関

係
団

体
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
検

討
す

る
と

と
も

に
、

情
報

発
信

の
取

り
組

み
を

充
実

さ
せ

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
福

祉
掲

示
板

の
さ

ら
な

る
活

用
を

進
め

た
い

。
 

 ③
地

域
団

体
、

関
係

機
関

等
と

の
連

携
強

化
 

所
沢

地
区

に
は

多
種

多
様

な
団

体
や

関
係

機
関

、
事

業
所

等
が

あ
る

。
上

記
2点

の
取

り
組

み
を

進
め

る
上

で
も

、
各

団
体

等
の

強
み

を
把

握
し

、
連

携
強

化
す

る
こ

と
が

欠
か

せ
な

い
。

各
団

体
等

に
つ

い
て

の
情

報
把

握
を

行
い

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
図

っ
て

い
く

こ
と

を
含

め
、

地
域

福
祉

の
推

進
に

つ
な

が
る

連
携

を
進

め
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

地
域

福
祉

サ
ポ

ー
タ

ー
の

取
り

組
み

と
の

さ
ら

な
る

連
携

も
併

せ
て

進
め

て
い

き
た

い
。

 
 

令
和

2年
度

CS
W

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
 

 
所

沢
地

区
 

令
和

3年
3月

31
日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

43
,6

84
人

（
20

,1
79

世
帯

）
 市

全
体

 
27

.3
％

 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

5,
53

0人
（

12
.7

％
）

 
松

井
地

区
 

25
.6

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
26

,9
83

人
（

61
.8

％
）

 
【

自
治

会
】

※
加

入
率

は
参

考
値

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
5,

56
1人

（
12

.7
％

）
 

自
治

会
数

 
46

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

5,
61

0人
（

12
.8

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

55
.9

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

り
、

地
区

の
各

行
事

が
中

止
と

な
り

、
サ

ロ
ン

が
開

催
で

き
ず

に
活

動
が

止
ま

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

。
 

・
高

齢
に

な
る

と
坂

道
が

多
い

の
で

買
物

（
近

く
に

買
物

の
で

き
る

店
が

な
い

）・
通

院
が

困
難

で
あ

る
。

 
・

児
童

館
等

の
子

ど
も

が
遊

べ
る

場
所

、子
育

て
の

情
報

収
集

・
交

換
が

で
き

る
場

所
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

孤
立

し
て

い
る

世
帯

が
い

な
い

か
心

配
。

情
報

収
集

・
交

換
が

で
き

る
場

が
あ

る
と

い
い

。
 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
つ

な
が

り
を

絶
や

さ
な

い
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

 
・

閉
じ

こ
も

り
が

ち
な

一
人

暮
ら

し
の

高
齢

者
や

子
育

て
世

帯
が

い
る

の
で

、
気

軽
に

集
え

る
場

所
（

サ
ロ

ン
な

ど
）

が
あ

る
と

い
い

。
 

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

地
域

で
孤

立
し

て
い

る
個

人
・

世
帯

（
70

40
/8

05
0問

題
を

抱
え

た
世

帯
等

）
へ

の
訪

問
・

安
否

確
認

等
を

通
じ

て
見

守
り

や
関

係
構

築
に

努
め

た
。

 
・

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
⺠

生
委

員
・

児
童

委
員

、
病

院
の

相
談

員
等

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

個
別

支
援

を
実

施
し

た
。

 
（

松
井

地
区

社
協

）
 

・
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
り

、「
松

井
ち

ょ
こ

っ
と

相
談

」
の

開
催

は
1

回
の

み
と

な
り

、
身

近
な

地
域

に
お

け
る

ニ
ー

ズ
キ

ャ
ッ

チ
の

機
会

が
減

少
し

た
。（

相
談

会
中

止
に

伴
い

、チ
ラ

シ
に

CS
W

の
連

絡
先

を
記

載
し

て
周

知
）

 
・

予
定

し
て

い
た

「
ま

つ
い

福
祉

体
験

講
習

会
」

や
「

地
区

防
災

訓
練

に
お

け
る

体
験

」
に

つ
い

て
は

い
ず

れ
も

中
止

と
な

り
、

福
祉

体
験

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

 
・

地
区

の
７

サ
ロ

ン
に

助
成

金
交

付
。「

サ
ロ

ン
交

流
会

」に
お

い
て

、コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

サ
ロ

ン
活

動
に

つ
い

て
意

見
・

情
報

交
換

を
実

施
し

た
。

 
【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
他

者
と

の
関

り
が

減
少

し
、

体
調

が
悪

化
し

入
院

と
な

る
ケ

ー
ス

が
見

ら
れ

た
。

 
・

相
談

会
に

来
所

さ
れ

な
く

て
も

、
地

域
の

課
題

を
キ

ャ
ッ

チ
し

共
有

で
き

る
よ

う
、

関
係

機
関

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
地

区
社

協
と

し
て

身
近

な
地

域
に

お
け

る
体

験
の

場
の

提
供

を
推

進
す

る
方

向
性

が
出

て
い

る
が

、
い

か
に

若
い

世
代

の
参

加
に

つ
な

げ
て

い
く

か
が

課
題

で
あ

る
。

 
・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

つ
な

が
り

を
絶

や
さ

な
い

活
動

に
つ

い
て

、
各

サ
ロ

ン
が

模
索

し
て

お
り

、
活

動
継

続
に

向
け

た
情

報
提

供
や

意
見

交
換

の
機

会
が

減
少

し
た

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
地

域
住

民
・
関

係
機

関
と

連
携

し
て

の
個

別
支

援
の

実
施

 

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

地
域

で
孤

立
し

て
し

ま
う

個
人

・
世

帯
の

増
加

が
予

想
さ

れ
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
地

域
住

⺠
・

関
係

機
関

（
自

治
会

・
町

内
会

、
地

区
社

協
、

⺠
生

委
員

児
童

委
員

、
サ

ポ
ー

タ
ー

等
）

と
の

連
携

を
密

に
す

る
こ

と
で

、
課

題
を

抱
え

て
い

る
世

帯
の

情
報

を
収

集
し

、
課

題
解

決
に

向
け

た
働

き
か

け
を

行
う

と
同

時
に

、
地

域
に

お
け

る
支

援
の

輪
・

見
守

り
の

意
識

向
上

を
図

る
。

 

②
様

々
な

形
態

に
よ

る
身

近
な

場
所

で
の

集
い

の
場

（
居

場
所

）づ
く

り
 

高
齢

者
は

も
ち

ろ
ん

、
子

育
て

世
帯

が
増

加
し

て
い

る
地

域
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
多

世
代

型
の

集
い

の
場

が
必

要
。

学
習

支
援

や
ダ

ブ
ル

ケ
ア

、
閉

じ
こ

も
り

の
方

の
支

援
の

場
と

し
て

も
活

用
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
活

用
場

所
だ

け
で

な
く

リ
ー

ダ
ー

と
な

れ
る

方
の

開
拓

や
育

成
も

検
討

し
て

い
き

た
い

。
 

地
区

社
協

に
よ

る
助

成
先

サ
ロ

ン
に

つ
い

て
は

、
サ

ロ
ン

同
士

の
情

報
交

換
・

交
流

や
、

地
区

社
協

行
事

へ
の

積
極

的
な

参
加

・
協

力
を

促
し

、
地

域
の

つ
な

が
り

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
。

 

③
身

近
な

地
域

に
お

け
る

ふ
く

し
学

習
の

場
の

提
供

 

令
和

2年
度

は
「

ま
つ

い
福

祉
体

験
講

習
会

」
や

「
地

区
防

災
訓

練
」

等
が

中
止

と
な

り
、

予
定

し
て

い
た

ふ
く

し
学

習
・

体
験

の
場

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

が
、

引
き

続
き

様
々

な
角

度
か

ら
、

地
域

住
⺠

が
身

近
な

場
所

で
気

軽
に

ふ
く

し
体

験
・

学
習

を
す

る
機

会
を

積
極

的
に

設
け

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
福

祉
や

防
災

に
関

す
る

意
識

の
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

小
中

学
校

で
の

ふ
く

し
学

習
（

授
業

）
へ

の
協

力
だ

け
で

な
く

、
様

々
な

取
り

組
み

に
参

加
で

き
る

よ
う

、
積

極
的

に
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
。

 

令
和

2年
度

CS
W

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
 

 
松

井
地

区
 

令
和

3年
3月

31
日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

18
,9

13
人

（
8,

90
7世

帯
）

 市
全

体
 

27
.3

％
 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

2,
16

7人
（

11
.5

％
）

 
柳

瀬
地

区
 

22
.4

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
12

,5
09

人
（

66
.1

％
）

 
【

自
治

会
】

※
加

入
率

は
参

考
値

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
2,

38
5人

（
12

.6
％

）
 

自
治

会
数

 
20

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

1,
85

2人
 （

9.8
％

）
 

自
治

会
加

入
率

 
45

.3
％

 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

、
地

区
の

各
行

事
が

中
止

と
な

り
、

サ
ロ

ン
や

居
場

所
活

動
が

開
催

で
き

ず
に

止
ま

っ
て

い
る

。
 

・
既

存
の

活
動

団
体

は
担

い
手

不
足

も
あ

り
、

存
続

困
難

な
団

体
が

あ
る

。
一

方
で

は
、

こ
ど

も
食

堂
等

（
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

フ
ー

ド
パ

ン
ト

リ
ー

事
業

の
実

施
）、

地
域

の
居

場
所

と
し

て
新

た
に

取
り

組
む

団
体

が
出

て
き

て
い

る
。

 
・

相
談

会
は

定
着

し
て

い
る

が
、

ま
だ

ま
だ

一
般

に
は

広
く

知
ら

れ
て

い
な

い
。

 
【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

つ
な

が
り

を
絶

や
さ

な
い

取
り

組
み

が
必

要
。

 
・

若
い

世
代

を
含

め
、

誰
で

も
気

軽
に

集
ま

れ
る

居
場

所
が

あ
る

と
よ

い
。

 
・

必
要

な
情

報
を

得
ら

れ
る

仕
組

み
や

、
困

っ
た

時
や

相
談

し
た

い
時

に
す

ぐ
に

相
談

に
つ

な
が

る
こ

と
が

で
き

る
仕

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
地

域
の

居
場

所
（

つ
な

が
り

づ
く

り
）

等
を

展
開

す
る

地
域

の
取

り
組

み
へ

の
支

援
 

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
「

新
し

い
生

活
様

式
」（

感
染

防
止

対
策

）
を

取
り

入
れ

、
活

動
が

続
け

ら
れ

る
よ

う
な

支
援

を
必

要
に

応
じ

て
行

っ
た

。
ま

た
、

新
た

な
居

場
所

等
の

活
動

を
す

る
団

体
に

対
し

て
の

 
立

ち
上

げ
支

援
を

行
っ

た
。

 
 【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

相
談

会
の

機
能

充
実

 
 

相
談

し
た

い
が

情
報

が
無

く
つ

な
が

っ
て

い
な

い
住

⺠
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、広

報
の

充
実

や
身

近
で

地
域

に
開

か
れ

た
相

談
会

に
し

て
い

く
た

め
の

検
討

や
、

相
談

会
に

来
所

さ
れ

な
く

て
も

、
地

域
の

課
題

を
把

握
し

共
有

で
き

る
よ

う
関

係
機

関
と

の
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

 
・

地
域

活
動

団
体

の
活

動
継

続
支

援
 

コ
ロ

ナ
禍

で
も

つ
な

が
り

を
絶

や
さ

な
い

活
動

の
展

開
等

、
各

活
動

団
体

が
模

索
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

活
動

継
続

に
向

け
た

情
報

提
供

や
意

見
交

換
の

機
会

が
必

要
。

 
・

情
報

発
信

 
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
地

区
内

の
様

々
な

取
り

組
み

に
関

す
る

情
報

発
信

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
こ

ど
も

食
堂

等
の

居
場

所
支

援
 

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

、
飲

食
や

対
面

式
の

活
動

が
で

き
な

い
こ

と
で

、
今

ま
で

活
動

し
て

い
た

団
体

も
休

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
活

動
団

体
も

つ
な

が
り

を
絶

や
さ

な
い

活
動

を
ど

の
よ

う
に

展
開

す
る

か
模

索
し

て
お

り
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

感
染

防
止

対
策

を
取

り
入

れ
、

活
動

が
続

け
ら

れ
る

よ
う

必
要

な
支

援
を

継
続

し
行

っ
て

い
く

。
 

ま
た

、
新

た
な

つ
な

が
り

づ
く

り
の

活
動

と
し

て
、

フ
ー

ド
パ

ン
ト

リ
ー

等
の

活
動

を
展

開
し

て
い

る
団

体
や

こ
れ

か
ら

立
ち

上
げ

を
検

討
し

て
い

る
団

体
に

対
し

、
CS

W
が

導
入

や
活

動
の

支
援

を
行

い
、

地
域

活
動

団
体

同
士

の
情

報
交

換
・

交
流

・
連

携
を

促
し

、
地

域
の

つ
な

が
り

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
。

 
  ②

地
区

に
あ

る
３

校
の

小
中

学
校

で
の

ふ
く

し
学

習
の

実
施

 

地
区

内
に

小
中

学
校

が
3校

あ
る

福
祉

に
関

す
る

授
業

は
、

取
り

組
み

時
間

や
内

容
等

、
学

校
に

よ
っ

て
ま

ち
ま

ち
な

状
況

で
あ

る
。

今
後

は
CS

W
が

一
緒

に
取

り
組

み
、

地
域

住
⺠

や
近

隣
の

福
祉

施
設

と
の

交
流

等
、

自
分

達
の

生
活

と
絡

め
た

授
業

展
開

を
実

施
し

た
い

。
ま

た
、

身
近

な
生

活
の

中
で

の
福

祉
に

つ
い

て
、

地
域

資
源

を
活

用
し

な
が

ら
、

体
験

だ
け

で
終

わ
ら

な
い

学
び

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
。
 

  

③
な

ん
で

も
相

談
会

の
充

実
 

柳
瀬

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

地
域

福
祉

部
会

と
共

催
で

実
施

し
て

い
る

「
柳

瀬
な

ん
で

も
相

談
会

」
の

取
り

組
み

は
、

地
域

の
関

係
機

関
、

団
体

等
が

創
意

工
夫

し
展

開
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
柳

瀬
地

区
な

ら
で

は
の

見
守

り
や

支
え

合
い

の
仕

組
み

の
検

討
を

し
て

い
き

た
い

。
併

せ
て

令
和

３
年

度
は

、
相

談
会

の
会

場
と

し
て

い
る

柳
瀬

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
の

大
規

模
修

繕
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

実
施

体
制

の
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

 
ま

た
、

社
会

福
祉

法
人

の
公

益
的

な
取

り
組

み
で

あ
る

「
相

談
会

」
の

周
知

や
気

軽
に

相
談

で
き

る
場

所
と

し
て

、
継

続
し

て
地

域
に

広
め

て
い

き
た

い
。

 

令
和

2年
度

CS
W

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
 

 
柳

瀬
地

区
 

令
和

3年
3月

31
日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

22
,7

21
人

（
10

,0
53

世
帯

）
 市

全
体

 
27

.3
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
2,

59
1人

（
11

.4
％

）
 

富
岡

地
区

 
32

.3
％

 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
12

,7
99

人
（

56
,3

％
）

 
【

自
治

会
】

※
加

入
率

は
参

考
値

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
3,

39
5人

（
14

.9
％

）
 

自
治

会
数

 
18

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

3,
93

6人
（

17
.3

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

57
.8

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

他
地

区
に

比
べ

三
世

代
で

住
ん

で
い

る
世

帯
が

多
い

。
 

・
高

齢
者

人
口

が
多

い
。

 
・

交
通

の
便

が
悪

く
、

バ
ス

が
通

っ
て

い
な

い
、

ま
た

は
本

数
が

少
な

い
地

域
が

あ
る

。
 

・
歩

い
て

い
け

る
距

離
に

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
な

ど
が

な
い

。
 

・
地

域
と

の
関

わ
り

が
希

薄
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

 
・

自
分

に
で

き
る

こ
と

は
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

人
は

多
く

い
る

が
、

支
え

合
い

に
は

結
び

つ
き

に
く

い
。 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

買
い

物
や

通
院

等
の

移
動

手
段

。
 

・
生

活
困

窮
世

帯
や

40
代

〜
50

代
の

社
会

的
孤

立
状

態
に

あ
る

人
の

居
場

所
。

 

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
談

笑
タ

イ
ム

（
相

談
会

）
の

開
催

（
H

30
年

10
月

〜
）、

富
岡

何
で

も
相

談
会

（
R2

年
9月

〜
）

 
 

毎
月

第
１

・
３

木
曜

日
 

午
前

10
時

〜
正

午
 

富
岡

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
ロ

ビ
ー

 
サ

ロ
ン

の
形

で
地

域
住

⺠
と

顔
の

見
え

る
関

係
作

り
を

⾏
い

な
が

ら
、

個
別

ケ
ー

ス
や

地
域

ニ
ー

ズ
の

発
見

、
地

域
資

源
の

発
掘

・
開

発
を

⾏
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

開
催

し
て

い
る

。
地

域
住

⺠
が

居
場

所
と

し
て

利
⽤

し
つ

つ
、

必
要

に
応

じ
て

生
活

の
不

安
や

困
り

ご
と

を
地

域
の

住
⺠

と
共

有
す

る
場

と
な

っ
て

い
る

。
 

・
居

場
所

等
の

立
ち

上
げ

・
運

営
支

援
 

小
地

域
で

の
居

場
所

づ
く

り
の

相
談

及
び

立
ち

上
げ

・
運

営
支

援
を

⾏
っ

て
い

る
。

富
岡

福
祉

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
協

力
し

、
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
助

成
金

を
財

源
と

し
た

サ
ロ

ン
等

へ
の

活
動

助
成

金
を

創
設

し
た

。
 

 
【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

富
岡

地
区

は
東

⻄
に

⼤
き

く
、

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
ま

で
来

る
こ

と
が

で
き

な
い

住
⺠

も
い

る
。

相
談

会
な

ど
の

取
り

組
み

を
複

数
個

所
で

⾏
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

・
認

知
症

な
ど

が
進

⾏
し

て
く

る
と

、
地

域
の

サ
ロ

ン
・

居
場

所
等

で
地

域
住

⺠
だ

け
で

は
対

応
し

き
れ

な
い

と
の

声
も

上
が

っ
て

き
て

い
る

。
 

・
富

岡
地

区
内

で
も

、
地

域
に

よ
っ

て
特

徴
や

生
活

圏
、

課
題

が
異

な
る

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
富

岡
地

区
住

民
懇

談
会

（
小

地
域

版
）
の

実
施

 

例
年

、
富

岡
地

区
全

体
で

年
１

回
の

住
⺠

懇
談

会
が

⾏
わ

れ
て

い
る

が
、

地
区

が
広

範
囲

に
な

る
た

め
地

域
ご

と
に

課
題

に
ば

ら
つ

き
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

小
地

域
ご

と
に

分
け

る
こ

と
で

住
⺠

に
と

っ
て

よ
り

⾝
近

な
地

域
で

の
ニ

ー
ズ

発
見

を
進

め
た

い
。

現
状

と
し

て
は

、
３

地
区

ま
た

は
４

地
区

（
小

学
校

区
程

度
）

に
分

け
た

形
で

の
開

催
を

検
討

し
て

い
る

。
な

お
、

富
岡

地
区

は
自

治
会

単
位

で
の

活
動

が
盛

ん
で

あ
る

た
め

、
自

治
会

に
も

協
力

の
お

願
い

を
し

て
い

く
。よ

り
⾝

近
な

地
域

で
の

ニ
ー

ズ
発

見
を

住
⺠

自
⾝

が
⾏

う
こ

と
で

、地
域

課
題

の
発

見
や

地
域

活
動

へ
の

興
味

・
参

加
意

欲
を

高
め

て
い

く
。

 
 

②
見

守
り

の
体

制
づ

く
り

と
困

り
ご

と
の

解
決

に
向

け
た

仕
組

み
づ

く
り

 

20
20

年
度

に
開

催
予

定
で

あ
っ

た
、

富
岡

福
祉

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

共
催

に
よ

る
「

迷
い

人
声

掛
け

訓
練

（
仮

称
）」

を
⾏

い
、日

ご
ろ

の
見

守
り

体
制

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

く
。2

01
9年

度
に

富
岡

福
祉

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
共

催
で

⾏
っ

た
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

踏
ま

え
、

住
⺠

同
⼠

に
よ

る
見

守
り

の
⾏

い
⽅

や
声

掛
け

の
仕

⽅
を

学
ぶ

機
会

を
作

っ
て

い
く

。
 

ま
た

⻑
期

的
な

目
標

と
し

て
は

、
見

守
り

の
体

制
づ

く
り

や
 C

SW
に

寄
せ

ら
れ

る
個

別
相

談
を

通
し

て
、

富
岡

福
祉

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

や
自

治
会

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
等

と
の

連
携

を
⾏

い
な

が
ら

、
住

⺠
相

互
に

よ
る

課
題

解
決

の
仕

組
み

づ
く

り
に

も
取

り
組

ん
で

い
く

。
 

地
域

や
自

治
会

の
つ

な
が

り
が

強
い

地
域

だ
が

、
地

縁
の

希
薄

化
は

進
ん

で
お

り
、

SO
S

を
出

せ
ず

、
困

り
ご

と
を

解
決

で
き

な
い

地
域

住
⺠

が
い

る
。

助
け

あ
い

や
見

守
り

体
制

を
地

域
の

仕
組

み
と

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

住
⺠

同
⼠

が
支

え
あ

い
の

関
係

を
持

ち
な

が
ら

生
活

を
し

て
い

け
る

よ
う

支
援

を
⾏

う
。

 
令

和
元

年
か

ら
は

、
富

岡
福

祉
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

協
働

し
て

サ
ロ

ン
等

へ
の

活
動

助
成

金
を

創
設

し
た

。
助

成
金

も
活

⽤
し

な
が

ら
、

地
域

住
⺠

が
関

係
づ

く
り

を
⾏

え
る

居
場

所
の

立
ち

上
げ

も
支

援
し

て
い

く
。

 
 ③

相
談

会
の

充
実

 

生
活

の
困

り
ご

と
や

不
安

を
相

談
で

き
る

場
の

拡
充

に
取

り
組

む
。

富
岡

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
で

の
開

催
の

ほ
か

、
自

治
会

公
⺠

館
な

ど
の

活
⽤

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

⺠
生

委
員

等
へ

も
協

力
の

呼
び

か
け

を
⾏

っ
て

い
く

。
 

ま
た

、
富

岡
地

区
内

は
高

齢
者

や
障

害
者

な
ど

の
福

祉
関

連
施

設
も

多
く

、
暮

ら
し

の
相

談
事

業
に

参
加

し
て

い
る

事
業

所
が

6ヶ
所

あ
る

。
福

祉
関

連
施

設
と

も
協

働
し

な
が

ら
、

生
活

の
困

り
ご

と
や

不
安

を
相

談
で

き
る

場
を

つ
く

り
、

地
域

住
⺠

が
安

⼼
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
働

き
か

け
を

⾏
っ

て
い

く
。

 
 

令
和

2年
度

CS
W

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
 

 
富

岡
地

区
 

令
和

3年
3月

31
日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

28
,6

05
人

（
13

,9
15

世
帯

）
 市

全
体

 
27

.3
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
3,

28
2人

（
11

.5
％

）
 

新
所

沢
地

区
 

25
.0

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
18

,16
9人

（
63

.5
％

）
 

【
自

治
会

】
※

加
入

率
は

参
考

値
 

前
期

高
齢

者
65

〜
74

歳
 

3,
32

7人
（

11
.6

％
）

 
自

治
会

数
 

17
 

後
期

高
齢

者
75

歳
〜

 
3,

82
7人

（
13

.4
％

）
 

自
治

会
加

入
率

 
58

.8
％

 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

⻄
武

線
の

始
発

駅
の

1つ
で

も
あ

り
、

都
内

通
勤

者
に

と
っ

て
交

通
の

便
が

良
く

利
便

性
が

高
い

。
 

・
集

合
住

宅
も

多
く

、
単

身
高

齢
者

や
支

援
が

必
要

な
高

齢
者

も
多

く
、

自
宅

に
閉

じ
こ

も
り

が
ち

に
な

り
、

認
知

症
の

発
見

が
遅

く
な

っ
た

り
、

孤
独

死
が

問
題

に
な

っ
た

り
し

て
い

る
。

 
・

向
陽

町
や

⻘
葉

台
エ

リ
ア

に
は

⼾
建

て
住

宅
が

密
集

し
て

い
る

が
、

空
き

家
や

住
宅

の
維

持
管

理
が

困
難

に
な

っ
た

と
思

わ
れ

る
住

宅
も

い
く

つ
か

見
受

け
ら

れ
る

。
 

・
ち

ょ
っ

と
し

た
困

り
ご

と
の

ニ
ー

ズ
は

高
ま

っ
て

き
て

い
る

が
、

担
い

手
不

足
や

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機

能
が

無
く

、
お

助
け

隊
の

実
現

ま
で

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

・
不

登
校

の
こ

ど
も

や
外

国
に

ル
ー

ツ
の

あ
る

世
帯

な
ど

が
気

軽
に

集
ま

れ
る

居
場

所
の

ニ
ー

ズ
が

出
て

き
た

。
 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

住
⺠

同
⼠

が
見

守
り

あ
う

仕
組

み
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
ち

ょ
っ

と
し

た
困

り
ご

と
に

対
応

で
き

る
活

動
や

仕
組

み
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
歩

い
て

行
け

る
範

囲
で

誰
も

が
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
居

場
所

を
作

り
た

い
。

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
CS

W
に

よ
る

（
個

別
・

地
域

）
ニ

ー
ズ

の
キ

ャ
ッ

チ
と

し
て

、『
ぐ

り
ー

ん
ぽ

け
っ

と
』

に
お

け
る

福
祉

な
ん

で
も

相
談

会
を

実
施

し
た

（
毎

月
第

3金
曜

日
）。

 
・「

し
ん

と
こ

福
連

」
や

「
地

域
福

祉
サ

ポ
ー

タ
ー

の
定

例
会

」
等

、
地

域
内

の
情

報
共

有
が

で
き

る
場

や
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

特
に

今
年

度
は

、
ち

ょ
っ

と
し

た
困

り
ご

と
に

対
応

す
る

「
支

え
合

い
の

し
く

み
」

に
つ

い
て

、
話

し
合

い
を

始
め

た
。

 
・「

し
ん

と
こ

広
場

な
な

い
ろ

（
毎

月
第

1・
3水

曜
日

）」
を

通
じ

て
、

高
齢

者
中

心
の

居
場

所
を

多
世

代
型

の
居

場
所

づ
く

り
へ

の
切

り
替

え
を

進
め

て
き

た
。

 
 【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・「

支
え

合
い

の
し

く
み

」
に

つ
い

て
は

、
多

く
の

住
⺠

が
「

あ
っ

た
ら

良
い

」
と

考
え

る
が

、
そ

の
担

い
手

は
不

足
し

て
お

り
、

担
い

手
発

掘
・

育
成

が
求

め
ら

れ
る

。
 

・
講

座
の

参
加

や
サ

ー
ク

ル
活

動
な

ど
、

社
会

参
加

を
し

て
い

る
人

は
多

い
が

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

高
齢

化
が

進
ん

で
い

る
。

 
・

比
較

的
若

い
世

代
も

多
い

地
区

で
は

あ
る

が
、

若
い

世
代

と
CS

W
が

あ
ま

り
つ

な
が

れ
て

い
な

い
。

 
・

地
域

住
⺠

に
対

し
、

CS
W

の
周

知
が

不
足

し
て

い
る

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
  
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
対
応
で
き
る
活
動
の
立
ち
上
げ

 

令
和

2
年

度
か

ら
、

ち
ょ

っ
と

し
た

困
り

ご
と

に
対

応
で

き
る

支
え

合
い

の
し

く
み

づ
く

り
と

し
て

、「
(仮

称
)し

ん
と

こ
支

え
合

い
を

考
え

る
場

」
の

話
し

合
い

を
重

ね
て

き
た

。
今

後
は

、
実

際
に

活
動

と
し

て
立

上
げ

ら
れ

る
よ

う
、

新
所

沢
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

住
⺠

や
関

係
者

と
一

緒
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

 

 ②
 

支
え

合
い

の
仕

組
み

づ
く

り
の

「
担

い
手

」の
発

掘
・
育

成
 

 
 

地
域

の
支

え
合

い
に

つ
い

て
関

心
を

寄
せ

、
そ

の
担

い
手

と
な

る
人

材
を

様
々

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
な

が
ら

、
発

掘
し

て
い

く
と

と
も

に
、

地
域

福
祉

活
動

に
参

加
す

る
き

っ
か

け
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。
特

に
若

い
世

代
が

参
加

し
や

す
い

工
夫

（
情

報
発

信
の

方
法

や
関

心
の

あ
る

テ
ー

マ
等

）
を

盛
り

込
ん

で
い

け
る

と
良

い
。

 

 ③
 

高
齢

者
の

生
き

が
い

の
場

と
こ

ど
も

の
居

場
所

の
推

進
 

多
世

代
交

流
や

高
齢

者
の

生
き

が
い

の
場

と
し

て
、

地
域

福
祉

サ
ポ

ー
タ

ー
を

中
心

と
し

た
「

し
ん

と
こ

広
場

な
な

い
ろ

」
の

こ
ど

も
の

居
場

所
の

取
り

組
み

が
安

定
す

る
よ

う
、

側
面

的
な

サ
ポ

ー
ト

を
す

る
。

こ
ど

も
の

参
加

を
定

着
さ

せ
る

た
め

、
こ

ど
も

自
身

が
担

い
手

に
な

っ
た

り
、

意
見

を
取

り
入

れ
た

り
し

た
運

営
を

助
言

し
て

い
く

。
ま

た
、

外
国

に
ル

ー
ツ

の
あ

る
世

帯
と

も
つ

な
が

れ
る

よ
う

な
機

会
を

つ
く

っ
て

い
く

。
 

 

令
和

2年
度

CS
W

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
 

 
新

所
沢

地
区

 
令

和
3年

3月
31

日
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CS

W
が

こ
れ

か
ら

取
り

組
み

た
い

こ
と

 

①
 

こ
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

 

 
 

地
区

内
に

あ
っ

た
「

こ
ど

も
食

堂
」

が
無

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

た
め

、
フ

ー
ド

パ
ン

ト
リ

ー
も

含
め

た
「

こ
ど

も
の

居
場

所
」

づ
く

り
を

推
進

し
て

い
き

た
い

。
地

域
福

祉
サ

ポ
ー

タ
ー

や
関

⼼
の

あ
る

⽅
、

⺠
⽣

委
員

・
児

童
委

員
、

⾃
治

会
・

町
内

会
の

⽅
々

と
一

緒
に

、
話

し
合

い
か

ら
始

め
て

い
き

た
い

。
 

 ②
 

誰
で

も
集

え
る

居
場

所
づ

く
り

の
取

組
み

 

▪
居

場
所

づ
く

り
の

た
め

の
懇

談
の

場
を

設
定

す
る

 
ラ

ー
ク

所
沢

や
花

園
会

館
等

、
公

的
施

設
や

町
会

館
な

ど
を

活
用

し
た

多
世

代
交

流
の

イ
ベ

ン
ト

や
、

居
場

所
づ

く
り

の
た

め
の

懇
談

の
場

を
設

け
、

具
体

的
な

居
場

所
づ

く
り

に
つ

な
が

る
よ

う
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

い
き

た
い

。
 

 ▪
地

区
内

で
使

え
る

助
成

金
の

し
く

み
づ

く
り

 
し

ん
と

こ
イ

ー
ス

ト
ネ

ッ
ト

と
協

力
を

し
な

が
ら

、
地

区
内

で
使

え
る

助
成

金
の

し
く

み
を

整
理

し
て

、
⾃

発
的

な
取

り
組

み
を

応
援

す
る

体
制

を
整

え
て

い
き

た
い

。
 

 ③
 

地
域

団
体

や
関

係
機

関
等

と
の

連
携

強
化

 

ま
ず

は
Ｃ

Ｓ
Ｗ

が
地

域
団

体
の

活
動

に
参

加
し

な
が

ら
、

関
係

機
関

等
と

も
定

期
的

に
情

報
共

有
の

機
会

を
設

け
、

地
域

の
ニ

ー
ズ

把
握

や
連

携
で

き
る

部
分

を
整

理
し

て
い

く
。

 

 ④
 

「
車

い
す

ち
ょ
い

借
り

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」の
増

設
 

 
地

区
内

に
1ヵ

所
あ

っ
た

「
車

い
す

ち
ょ

い
借

り
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」

が
無

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

た
め

、
商

店
や

公
共

施
設

等
へ

ア
プ

ロ
ー

チ
し

、
新

た
な

車
い

す
ち

ょ
い

借
り

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
設

置
し

て
い

き
た

い
。

 

担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

16
,9

81
人

（
8,4

44
世

帯
）

 市
全

体
 

27
.3

％
 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

2,
13

9人
（

12
.6

％
）

 
新

所
沢

東
地

区
 

23
.8

％
 

⽣
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
10

,8
08

人
（

63
.6

％
）

 
【

⾃
治

会
】

※
加

入
率

は
参

考
値

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
1,

94
7人

（
11

.5
％

）
 

⾃
治

会
数

 
8 

後
期

高
齢

者
75

歳
〜

 
2,

08
7人

（
12

.3
％

）
 

⾃
治

会
加

入
率

 
62

.7
％

 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

住
⺠

の
高

齢
化

に
伴

い
、

つ
な

が
り

や
み

ま
も

り
が

重
要

に
な

っ
て

き
て

い
る

が
、

閉
じ

こ
も

り
を

防
⽌

す
る

た
め

に
、

地
域

活
動

へ
の

参
加

を
促

し
て

も
、

参
加

し
な

い
人

も
多

い
。

 
・

地
区

内
に

は
体

操
教

室
等

は
い

く
つ

か
あ

る
が

、
気

軽
に

誰
で

も
立

ち
寄

れ
る

サ
ロ

ン
な

ど
の

居
場

所
が

少
な

い
。

 
・

こ
ど

も
の

学
習

支
援

の
場

は
充

実
し

て
い

る
が

、
地

区
内

に
あ

っ
た

「
こ

ど
も

食
堂

」
が

無
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

 
・

地
区

内
に

1ヵ
所

あ
っ

た
「

車
い

す
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」

が
無

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

学
習

支
援

と
連

携
し

た
「

こ
ど

も
の

居
場

所
」

が
あ

る
と

良
い

。
 

・
地

域
住

⺠
同

⼠
が

交
流

を
す

る
た

め
に

も
、

地
域

の
中

に
ち

ょ
っ

と
立

ち
寄

れ
て

、
気

軽
に

お
し

ゃ
べ

り
が

で
き

る
よ

う
な

場
所

（
サ

ロ
ン

）。
多

世
代

で
交

流
で

き
る

場
を

作
り

た
い

。
 

・
高

齢
者

に
か

か
わ

ら
ず

、
地

域
で

見
守

り
合

え
る

し
く

み
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
車

い
す

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
設

置
を

進
め

て
い

く
。

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
し

ん
と

こ
イ

ー
ス

ト
ネ

ッ
ト

と
の

連
携

 
高

齢
者

い
た

わ
り

部
会

で
は

、
住

⺠
の

集
ま

る
場

⾯
に

お
い

て
、

CS
W

の
活

動
や

役
割

に
つ

い
て

周
知

を
行

っ
た

。
ま

た
、

こ
ど

も
健

全
育

成
部

会
で

は
、

地
区

内
の

こ
ど

も
食

堂
の

情
報

提
供

や
、

学
習

支
援

と
の

連
携

を
行

っ
た

。
 

・
個

別
相

談
の

対
応

と
し

て
、

学
習

支
援

の
場

へ
つ

な
ぐ

等
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

・「
こ

ど
も

食
堂

」
の

運
営

支
援

。（
新

た
な

活
動

の
場

所
探

し
や

情
報

提
供

）
 

 【
見

え
て

き
た

課
題

】
 

・
元

気
な

高
齢

者
は

複
数

の
活

動
に

参
加

し
て

お
り

、
地

区
外

に
も

出
掛

け
て

い
る

。
一

⽅
、

地
域

と
の

接
点

を
持

ち
た

く
な

い
⽅

、閉
じ

こ
も

り
高

齢
者

も
多

い
。声

を
か

け
て

も
外

に
出

な
い

⽅
を

ど
の

よ
う

に
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

持
た

せ
る

か
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
 

・
サ

ロ
ン

等
の

住
⺠

の
居

場
所

を
希

望
す

る
声

は
上

が
る

も
の

の
、

担
い

手
が

見
つ

か
ら

ず
、

具
体

的
な

活
動

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

令
和

2年
度

CS
W

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
 

 
新

所
沢

東
地

区
 

令
和

3年
3月

31
日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

41
,13

3人
（

19
,3

37
世

帯
）

 市
全

体
 

27
.3

％
 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

4,
50

3人
（

10
.9

％
）

 
三

ヶ
島

地
区

 
31

.6
％

 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
23

,6
33

人
（

57
.5

％
）

 
【

自
治

会
】

※
加

入
率

は
参

考
値

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
6,

09
4人

（
14

.8
％

）
 

自
治

会
数

 
17

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

6,
90

3人
（

16
.8

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

60
.6

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
三

ヶ
島

第
⼀

地
区

（
三

ヶ
島

、
和

ヶ
原

、
林

、
⻄

狭
⼭

ヶ
丘

）】
 

【
現

状
】

 
・

狭
⼭

ヶ
丘

駅
か

ら
遠

く
、

車
が

な
い

と
移

動
や

買
い

物
な

ど
交

通
ア

ク
セ

ス
が

不
便

で
あ

る
。

 
・

毎
年

、
⼤

半
の

自
治

会
・

区
で

会
⻑

が
入

れ
替

わ
る

た
め

、
自

治
会

・
区

へ
の

働
き

か
け

が
課

題
で

あ
る

。 
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

が
数

多
く

あ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
が

活
発

で
あ

る
。

 
・

令
和

3年
4月

か
ら

新
た

に
地

区
を

循
環

す
る

と
こ

ろ
ワ

ゴ
ン

が
行

政
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

導
入

さ
れ

る
。 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

地
域

内
で

生
活

に
悩

み
を

抱
え

る
人

が
何

で
も

話
せ

る
集

い
の

場
の

提
供

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
⻄

埼
⽟

フ
ー

ド
バ

ン
ク

の
移

転
に

伴
い

、
新

た
な

フ
ー

ド
提

供
拠

点
の

創
出

が
必

要
で

あ
る

。
 

【
三

ヶ
島

第
二

地
区

（
東

狭
⼭

ヶ
丘

、
狭

⼭
ヶ

丘
、

若
狭

）】
 

【
現

状
】

 
・

狭
⼭

ヶ
丘

駅
周

辺
は

転
入

者
が

多
く

、
隣

近
所

と
の

関
係

も
希

薄
で

、
自

治
会

加
入

率
も

低
い

。
 

・
地

域
で

孤
立

し
て

い
る

高
齢

者
や

障
が

い
者

、
子

育
て

世
代

へ
の

支
援

が
課

題
で

あ
る

。
 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

地
域

と
の

つ
な

が
り

や
顔

が
見

え
る

関
係

を
築

け
る

居
場

所
や

活
動

場
所

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
空

ち
ゃ

ん
和

ヶ
原

 
こ

ど
も

食
堂

 
コ

ロ
ナ

禍
で

、通
常

の
開

催
が

困
難

な
た

め
、ス

タ
ッ

フ
間

で
議

論
を

重
ね

、意
見

交
換

を
行

っ
て

き
た

。 
・

地
域

福
祉

部
会

 
コ

ロ
ナ

禍
で

は
あ

っ
た

が
街

頭
募

金
運

動
等

を
行

い
、

地
域

の
さ

さ
え

あ
い

活
動

に
つ

い
て

検
討

し
た

。 
・

よ
っ

て
く

ら
っ

し
ぇ

相
談

会
（

毎
月

第
４

水
曜

日
）

 
狭

⼭
ヶ

丘
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
を

利
用

し
、

出
張

相
談

を
行

っ
て

い
る

。入
り

口
付

近
ロ

ビ
ー

に
相

談
窓

口
を

開
設

す
る

こ
と

で
、

施
設

利
用

者
か

ら
相

談
に

つ
な

が
る

こ
と

も
多

い
。

相
談

件
数

も
⼀

定
数

あ
る

こ
と

か
ら

周
辺

地
域

か
ら

認
知

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
。

 
【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

笑
顔

で
ご

は
ん

フ
ー

ド
パ

ン
ト

リ
ー

に
協

力
で

き
る

人
材

を
発

掘
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

・
生

活
に

悩
み

や
不

安
を

抱
え

て
い

る
人

が
、

地
域

の
中

で
相

談
を

受
け

る
さ

さ
え

あ
い

の
し

く
み

作
り

を
推

進
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
新

た
な

地
域

福
祉

部
会

の
始

動
 

今
年

度
の

話
し

合
い

の
な

か
で

、
第

１
地

域
と

第
２

地
域

で
課

題
の

程
度

が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

部
会

の
形

は
残

し
、

新
た

に
課

題
検

討
を

行
う

実
行

グ
ル

ー
プ

を
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

ご
と

に
立

ち
上

げ
た

。
 

 
 

来
年

度
は

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
ご

と
に

課
題

検
討

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

少
人

数
で

活
発

な
意

見
交

換
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

て
い

く
。

 

②
悩

み
事

や
困

り
事

を
地

域
で

共
有

で
き

る
場

づ
く

り
 

 
 

地
域

で
生

活
に

不
安

や
悩

み
を

抱
え

る
方

か
ら

、
相

談
を

受
け

る
こ

と
が

少
な

く
な

い
現

状
を

踏
ま

え
、

地
域

の
中

で
不

安
や

悩
み

を
共

有
で

き
る

場
（

カ
フ

ェ
）

づ
く

り
を

お
こ

な
う

。
 

 
 

こ
れ

に
よ

り
、

地
域

で
孤

立
し

て
い

る
世

帯
が

悩
み

を
⼀

人
で

抱
え

込
ま

な
い

よ
う

地
域

と
と

も
に

支
援

す
る

。
 

③
笑

顔
で

ご
は

ん
フ

ー
ド

パ
ン

ト
リ

ー
の

協
力

団
体

の
発

掘
 

 
 

昨
年

か
ら

始
ま

っ
て

い
る

「
笑

顔
で

ご
は

ん
フ

ー
ド

パ
ン

ト
リ

ー
」

の
協

力
団

体
が

地
区

内
に

な
い

た
め

、
実

施
可

能
な

協
力

団
体

の
発

掘
を

め
ざ

す
。「

空
ち

ゃ
ん

和
ヶ

原
こ

ど
も

食
堂

」
は

13
区

自
治

会
館

を
拠

点
と

し
て

こ
ど

も
食

堂
を

し
て

い
た

が
、

会
館

が
密

に
な

り
使

用
で

き
な

い
た

め
活

動
を

休
止

中
で

あ
る

。
ま

た
、

パ
ン

ト
リ

ー
を

希
望

す
る

よ
う

な
世

帯
の

情
報

が
学

校
等

か
ら

入
っ

て
こ

な
い

た
め

、
実

施
に

至
っ

て
い

な
い

。
実

施
に

至
る

よ
う

な
糸

口
が

な
い

か
関

係
者

と
相

談
し

て
い

く
。

 

令
和

2年
度

CS
W

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
 

 
三

ヶ
島

地
区

 
令

和
3年

3月
31

日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

49
,6

90
人

（
22

,9
28

世
帯

）
 市

全
体

 
27

.3
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
6,

19
1人

 （
12

.5
％

）
 

小
手

指
地

区
 

26
.2

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
30

,4
78

人
 （

61
.3

％
）

 
【

自
治

会
】

※
加

入
率

は
参

考
値

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
6,

62
1人

 （
13

.3
％

）
 

自
治

会
数

 
68

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

6,
40

0人
 （

12
.9

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

56
.7

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
（

小
手

指
第

１
地

区
）

 
・

地
区

面
積

が
広

く
、

地
域

の
特

性
を

考
慮

し
な

が
ら

小
地

域
単

位
で

支
え

合
い

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

（
小

手
指

第
2地

区
）

 
・

駅
前

の
立

地
と

マ
ン

シ
ョ

ン
が

多
く

活
動

場
所

が
少

な
い

中
、

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
、

こ
れ

ま
で

地
域

活
動

に
活

用
さ

れ
て

い
た

集
会

室
が

使
用

で
き

ず
活

動
が

休
止

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
っ

た
。

 
【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

（
小

手
指

第
１

地
区

）
 

・
小

地
域

を
単

位
と

し
て

支
え

合
い

の
活

動
の

推
進

。
 

（
小

手
指

第
２

地
区

）
 

・
マ

ン
シ

ョ
ン

単
位

の
支

え
合

い
活

動
の

継
続

と
新

規
活

動
場

所
の

開
拓

。
 

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
小

手
指

地
区

相
談

会
『

談
話

室
こ

て
ま

る
』

 
今

年
度

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ス

ル
感

染
拡

大
の

影
響

で
8

月
〜

12
月

の
5

回
開

催
と

な
っ

た
（

令
和

３
年

2月
現

在
）。

小
手

指
第

１
地

区
の

⺠
生

委
員

・
児

童
委

員
の

方
と

個
別

ケ
ー

ス
・

地
域

活
動

を
情

報
共

有
す

る
機

会
に

な
っ

て
い

る
が

、
住

⺠
の

方
が

実
際

に
相

談
に

来
る

こ
と

は
少

な
い

。
 

・『
椿

の
茶

の
間

』
の

活
動

支
援

 
 

小
手

指
南

地
区

の
居

場
所

『
椿

の
茶

の
間

』
で

は
4月

頃
か

ら
夏

休
み

期
間

を
活

用
し

て
地

域
の

子
ど

も
た

ち
と

交
流

で
き

る
企

画
に

つ
い

て
検

討
を

始
め

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ス
ル

感
染

拡
大

の
影

響
で

開
催

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
 

【
見

え
て

き
た

課
題

】
 

・
地

域
で

身
近

に
相

談
で

き
る

場
所

の
周

知
 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

に
伴

う
緊

急
小

口
資

金
・

総
合

支
援

資
金

特
例

貸
付

相
談

・
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

な
ど

の
問

い
合

わ
せ

は
小

手
指

地
区

か
ら

も
多

く
寄

せ
ら

れ
た

。
ま

た
、

Ｃ
Ｓ

Ｗ
が

住
⺠

を
は

じ
め

⺠
生

委
員

・
児

童
委

員
等

か
ら

地
域

の
相

談
を

受
け

る
こ

と
が

多
い

が
、

身
近

に
相

談
で

き
る

場
所

が
少

な
い

。
 

・
小

手
指

南
地

区
椿

峰
エ

リ
ア

の
高

齢
化

 
 

現
在

『
椿

の
茶

の
間

』
を

実
施

し
て

い
る

小
手

指
南

地
区

の
中

で
も

特
に

椿
峰

エ
リ

ア
は

高
齢

化
が

 
３

０
％

以
上

と
小

手
指

地
区

の
中

で
も

進
ん

で
お

り
、

地
域

で
の

支
え

合
い

の
場

の
必

要
性

を
住

⺠
の

 
方

も
感

じ
て

い
る

。
 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
地

域
で

の
相

談
会

の
周

知
・
活

用
の

推
進

 

 
現

状
開

催
し

て
い

る
『

談
話

室
こ

て
ま

る
』

に
は

住
⺠

の
方

か
ら

直
接

の
相

談
は

な
い

が
、

社
協

へ
の

相
談

な
ど

を
踏

ま
え

、
小

手
指

地
区

で
ど

ん
な

こ
と

で
も

話
せ

る
場

所
と

し
て

⺠
生

委
員

へ
さ

ら
な

る
周

知
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
案

内
を

し
て

い
た

だ
く

。
ま

た
、

相
談

会
を

開
催

し
て

い
る

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
が

小
手

指
第

１
地

区
に

あ
り

、
小

手
指

第
２

地
区

の
住

⺠
が

相
談

を
す

る
に

は
距

離
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
小

手
指

第
２

地
区

の
住

⺠
の

方
に

向
け

て
も

 
相

談
会

を
実

施
で

き
る

よ
う

小
手

指
公

⺠
館

分
館

の
活

用
を

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
に

相
談

・
検

討
す

る
。

 
 

 
相

談
会

の
内

容
を

困
っ

た
時

の
も

の
に

せ
ず

、
地

域
の

中
で

何
か

し
て

み
た

い
と

い
っ

た
声

が
拾

え
る

場
所

に
し

て
 

 
い

き
、

地
域

活
動

の
参

加
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

相
談

が
気

軽
に

で
き

る
場

所
に

す
る

。
 

  

②
椿

峰
エ

リ
ア

の
居

場
所

の
充

実
・
多

世
代

交
流

の
場

づ
く

り
 

 
現

在
活

動
し

て
い

る
『

椿
の

茶
の

間
』

に
つ

い
て

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
を

確
認

し
な

が
ら

現
在

の
 

 
体

操
か

ら
地

域
の

方
が

世
代

を
問

わ
ず

交
流

で
き

る
場

と
し

て
活

動
拡

大
を

検
討

す
る

。
 

一
方

で
、

高
齢

化
率

の
高

い
小

手
指

南
地

区
・

椿
峰

エ
リ

ア
に

つ
い

て
小

手
指

第
一

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

 
携

を
し

、
住

⺠
と

の
意

見
交

換
を

し
な

が
ら

支
え

合
い

活
動

を
推

進
し

て
い

く
。

 
  

③
地

域
福

祉
活

動
の

担
い

手
の

発
掘

・
育

成
 

 
 

 
 

担
い

手
の

発
掘

に
つ

い
て

は
こ

れ
ま

で
小

手
指

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

地
域

福
祉

部
会

と
共

催
で

実
施

す
る

住
⺠

懇
談

 
 

会
で

声
を

拾
っ

て
き

た
が

、
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
の

影
響

で
開

催
を

中
止

し
た

。
ま

た
、

支
え

合
 

い
の

活
動

を
行

う
際

に
地

域
福

祉
活

動
を

行
う

「
担

い
手

」
不

足
が

課
題

と
し

て
挙

げ
ら

れ
る

。「
担

い
手

」
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

中
で

支
え

合
い

活
動

の
重

要
性

・
楽

し
み

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
や

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

な
が

ら
研

修
や

講
演

な
ど

を
企

画
・

実
施

し
て

い
く

。
 

 
 

ま
た

、
地

域
活

動
に

興
味

を
も

っ
た

人
が

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
で

、
自

分
の

生
活

も
プ

ラ
ス

に
な

る
よ

う
に

コ
ー

 
 

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

行
う

こ
と

で
地

域
活

動
に

興
味

を
待

つ
方

を
地

域
に

増
や

し
た

い
。

 
  

令
和

２
年

度
CS

W
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

 
 

小
手

指
地

区
 

令
和

3年
３

月
31

日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

28
,5

73
人

（
13

,0
49

世
帯

）
 市

全
体

 
27

.3
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
3,

08
8人

（
10

.8
％

）
 

山
口

地
区

 
31

.6
％

 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
16

,4
46

人
（

57
.6

％
）

 
【

自
治

会
】

※
加

入
率

は
参

考
値

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
4,

62
3人

（
16

.2
％

）
 

自
治

会
数

 
36

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

4,
41

6人
（

15
.5

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

50
.4

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・「

ぽ
か

ぽ
か

山
口

」が
こ

ど
も

食
堂

に
代

わ
る

取
り

組
み

と
し

て
フ

ー
ド

パ
ン

ト
リ

ー
を

実
施

。地
域

か
ら

の
ニ

ー
ズ

も
増

加
し

て
い

る
。

 
・

椿
峰

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

な
ど

丘
陵

地
帯

の
た

め
坂

道
が

多
く

外
出

の
支

援
が

必
要

に
な

る
 

・
買

物
定

期
便

と
い

っ
た

住
⺠

主
体

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
が

10
年

以
上

続
い

て
い

た
も

の
の

担
い

手
不

足
で

継
続

が
難

し
く

な
っ

て
い

る
。

 
・

相
談

会
を

通
じ

て
、

⺠
生

委
員

か
ら

つ
な

が
る

相
談

が
増

加
し

て
い

る
。

 
【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

・
認

知
症

に
な

っ
て

も
暮

ら
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
子

育
て

世
代

の
人

達
が

集
ま

れ
る

場
所

が
欲

し
い

。
 

・
坂

道
に

負
け

な
い

体
作

り
と

外
出

で
き

る
場

所
が

欲
し

い
。

 
・

カ
フ

ェ
な

ど
交

流
の

場
が

欲
し

い
。

 
 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
さ

わ
や

か
談

話
室

 
山

口
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

１
階

の
部

屋
（

収
容

人
数

８
名

程
度

）
第

２
・

４
火

曜
日

午
前

中
に

CS
W

が
常

駐
す

る
。

地
域

福
祉

サ
ポ

ー
タ

ー
・

⺠
生

委
員

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

希
望

す
る

人
な

ど
参

加
し

て
お

り
、

身
近

な
相

談
場

所
の

他
、

人
と

人
が

つ
な

が
る

拠
点

に
な

っ
て

い
る

。
 

・
地

域
福

祉
研

修
会

 
山

口
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
の

福
祉

部
会

（
≒

地
区

社
協

）
に

お
い

て
事

務
局

と
相

談
し

、
研

修
会

と
住

⺠
懇

談
会

の
打

合
せ

を
⾏

な
っ

て
い

る
。

そ
の

年
度

に
実

施
内

容
を

提
案

す
る

。
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
⼤

防
⽌

の
た

め
福

祉
部

会
の

開
催

が
⼀

部
中

⽌
、

住
⺠

懇
談

会
の

中
⽌

と
な

っ
た

が
、

研
修

会
は

感
染

防
⽌

対
策

を
講

じ
て

「
防

災
」

を
テ

ー
マ

に
地

域
づ

く
り

を
考

え
る

講
演

会
を

⾏
っ

た
。

 
【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

子
育

て
世

代
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く

り
 

 
若

い
子

育
て

世
代

が
転

入
等

に
よ

り
、

情
報

が
少

な
い

子
育

て
支

援
が

必
要

な
方

へ
の

情
報

提
供

や
、

地
域

の
中

で
子

育
て

支
援

が
で

き
る

よ
う

な
取

り
組

み
。

 
・

研
修

会
・

住
⺠

懇
談

会
 

地
区

委
員

と
い

う
自

治
会

の
役

員
を

各
自

治
会

単
位

で
決

め
て

も
ら

っ
て

い
る

が
役

員
に

な
っ

て
も

何
を

す
る

の
か

が
理

解
し

て
い

な
い

人
が

い
る

。
い

つ
も

同
じ

よ
う

な
メ

ン
バ

ー
の

参
加

傾
向

が
あ

る
。

 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
交

流
の

場
（
椿

峰
の

み
ん

な
の

お
庭

） 

椿
峰

の
緑

道
を

歩
い

て
ま

ち
セ

ン
か

ら
５

分
程

度
の

と
こ

ろ
（

59
街

区
）

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ガ

ー
デ

ン
（

い
つ

で
も

誰
で

も
お

庭
に

関
わ

る
事

が
で

き
る

憩
い

の
場

）
が

で
き

た
。

毎
月

第
２

土
曜

日
の

午
前

中
が

活
動

予
定

日
に

な
っ

て
い

る
。

申
込

み
な

ど
不

要
で

活
動

日
以

外
で

も
立

ち
寄

れ
る

場
所

と
な

っ
て

い
る

。
 

こ
の

場
所

に
つ

い
て

CS
W

と
し

て
は

外
出

の
機

会
に

な
る

場
所

と
し

て
周

知
し

て
い

き
た

い
。

さ
ら

に
そ

の
場

所
が

こ
ど

も
か

ら
高

齢
者

な
ど

交
流

が
で

き
る

場
所

に
な

る
よ

う
提

案
し

て
い

き
た

い
。

若
い

人
達

に
も

魅
力

が
あ

る
も

の
と

な
る

よ
う

、例
え

ば
キ

ッ
チ

ン
カ

ー
や

移
動

販
売

車
等

の
導

入
や

情
報

提
供

す
る

な
ど

の
支

援
を

し
て

い
き

た
い

。 
ま

た
、

高
齢

者
に

と
っ

て
は

外
出

の
機

会
を

作
り

認
知

症
予

防
、

介
護

予
防

と
い

っ
た

点
か

ら
も

す
す

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

②
子

育
て

世
代

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

 

 
 

地
域

住
⺠

・
主

任
児

童
委

員
・

保
健

セ
ン

タ
ー

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
ら

と
合

同
で

子
育

て
世

代
が

暮
ら

し
や

す
い

ま
ち

づ
く

り
を

目
指

す
話

し
合

い
を

実
施

す
る

。
他

の
⾏

政
区

と
比

較
し

て
低

額
で

住
め

る
物

件
が

多
く

、
若

い
子

育
て

世
帯

が
転

入
し

て
く

る
ケ

ー
ス

が
少

な
く

な
い

た
め

、
地

区
内

で
利

用
で

き
る

公
共

施
設

や
サ

ー
ビ

ス
の

他
、

地
域

で
⾏

っ
て

い
る

福
祉

活
動

の
状

況
を

発
信

し
利

用
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

成
果

物
の

作
成

を
目

指
す

。
 

③
オ

ン
ラ

イ
ン

で
つ

な
が

る
 

コ
ロ

ナ
渦

に
よ

っ
て

、計
画

し
て

い
た

講
演

会
や

会
議

・
集

会
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
こ

と
を

受
け

て
、 

今
後

は
オ

ン
ラ

イ
ン

の
有

効
活

用
を

す
す

め
る

。
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
な

が
ら

Zo
om

等
の

オ
ン

ラ
イ

ン
サ

ー
ビ

ス
を

活
用

し
て

話
し

合
い

な
ど

が
で

き
る

よ
う

に
地

域
住

⺠
へ

働
き

か
け

る
。

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
に

は
W

i-F
iが

通
っ

て
い

る
た

め
、

使
い

方
の

分
か

ら
な

い
人

に
対

し
て

は
そ

の
場

で
伝

え
な

が
ら

オ
ン

ラ
イ

ン
に

馴
染

を
も

っ
て

も
ら

う
こ

と
で

、
IC

T
に

不
得

手
な

高
齢

者
も

取
り

残
さ

な
い

よ
う

に
す

る
。

 

令
和

2年
度

CS
W

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
 

 
山

口
地

区
 

令
和

3年
3月

31
日
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担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

37
,26

7人
（

18
,1

50
世

帯
）

 市
全

体
 

27
.3

％
 

年
少

人
口

0〜
14

歳
 

4,
19

5人
（

11
.3

％
）

 
吾

妻
地

区
 

25
.6

％
 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
23

,5
50

人
（

63
.2

％
）

 
【

自
治

会
】

※
加

入
率

は
参

考
値

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
4.

78
1人

（
12

.8
％

）
 

自
治

会
数

 
11

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

4,
74

1人
（

12
.7

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

62
.4

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

地
区

面
積

が
広

く
、

全
体

で
一

つ
の

こ
と

に
取

り
組

む
の

は
難

し
い

。
 

・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

へ
ア

ク
セ

ス
の

悪
い

地
域

は
子

育
て

支
援

な
ど

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

に
く

い
住

 
 

⺠
も

多
く

、
地

域
で

集
ま

る
こ

と
は

で
き

る
場

所
も

少
な

い
。

 
 【

必
要

な
ニ

ー
ズ

】
 

・
吾

妻
ま

ち
セ

ン
が

遠
い

住
⺠

に
と

っ
て

は
近

く
で

交
流

で
き

る
場

所
が

欲
し

い
。

 
  

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
北

秋
津

地
区

⺟
子

の
居

場
所

作
り

 
 

北
秋

津
地

区
は

吾
妻

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
か

ら
も

距
離

が
遠

く
、

子
育

て
支

援
行

事
の

参
加

が
難

し
い

一
方

、
高

層
マ

ン
シ

ョ
ン

が
次

々
に

で
き

て
い

る
こ

と
か

ら
子

育
て

支
援

が
必

要
な

世
代

が
多

く
住

ん
で

い
る

。
そ

の
状

況
を

踏
ま

え
保

健
セ

ン
タ

ー
・

吾
妻

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
⺠

生
委

員
・

主
任

児
童

委
員

な
ど

で
話

し
合

い
を

行
い

、
北

秋
津

地
区

の
⺟

子
居

場
所

作
り

を
進

め
た

。
 

・
地

域
活

動
を

行
う

住
⺠

を
絡

め
た

ふ
く

し
学

習
 

 
北

秋
津

小
学

校
で

地
域

福
祉

活
動

者
（

⺠
生

委
員

・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

・
こ

ど
も

⾷
堂

）
に

ふ
く

し
学

習
に

参
加

し
て

い
た

だ
き

、
子

ど
も

た
ち

に
地

域
の

支
え

合
い

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
設

け
た

。
 

【
見

え
て

き
た

課
題

】
 

・
地

域
活

動
の

『
担

い
手

』
不

足
 

 
⺟

子
の

居
場

所
作

り
に

あ
た

っ
て

地
域

住
⺠

へ
活

動
の

提
案

を
行

っ
た

が
、

活
動

協
力

・
参

加
は

し
た

い
が

代
表

等
の

役
割

を
持

つ
こ

と
へ

の
抵

抗
が

多
く

、
な

か
な

か
担

い
手

が
見

つ
か

ら
な

い
。

 
・

こ
ど

も
た

ち
の

ふ
く

し
へ

の
イ

メ
ー

ジ
に

『
身

近
な

支
え

合
い

』
と

い
っ

た
考

え
は

ま
だ

ま
だ

浸
透

し
 

 
て

い
な

い
状

況
で

あ
る

。
 

 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
子

育
て

支
援

を
通

じ
た

多
世

代
交

流
の

場
づ

く
り

 

 
北

秋
津

地
区

⺟
子

の
居

場
所

作
り

に
つ

い
て

は
令

和
３

年
5月

の
初

回
開

催
を

目
指

し
て

開
催

場
所

・
助

成
金

な
 

 
 

ど
の

準
備

を
進

め
て

い
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
状

況
に

よ
り

今
後

の
変

更
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

 
域

に
住

む
⺟

子
を

支
え

る
担

い
手

を
地

域
の

中
か

ら
発

掘
し

、
最

終
的

に
世

代
交

流
・

支
え

合
い

が
で

き
る

よ
う

関
 

係
機

関
と

も
調

整
を

進
め

居
場

所
の

活
動

を
推

進
す

る
。

 
  

②
地

域
福

祉
活

動
の

担
い

手
の

発
掘

・
育

成
 

 

 
吾

妻
地

区
の

こ
ど

も
⾷

堂
は

現
在

北
秋

津
地

区
に

あ
る

『
と

ん
ぼ

ハ
ウ

ス
』

の
一

カ
所

の
み

で
あ

る
。

社
協

だ
よ

 
り

『
ち

ゃ
お

』
の

反
響

な
ど

か
ら

、
地

域
の

子
ど

も
を

支
援

し
た

い
声

が
多

い
が

、
実

際
に

身
近

な
場

所
に

子
ど

も
 

支
援

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

の
が

現
状

と
な

っ
て

い
る

。
こ

ど
も

⾷
堂

に
限

ら
ず

、
地

域
福

祉
活

動
の

 
担

い
手

を
地

域
か

ら
発

掘
し

活
躍

し
て

も
ら

う
た

め
、

講
習

・
話

し
合

い
な

ど
を

生
き

が
い

活
動

な
ど

と
絡

め
る

意
 

味
も

含
め

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
と

連
携

し
て

す
す

め
る

。
 

  

③
地

域
住

民
の

力
を

生
か

し
た

ふ
く

し
学

習
の

取
り

組
み

 

 
 

 
実

際
に

ふ
く

し
学

習
と

し
て

訪
問

し
た

小
学

校
が

2校
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

で
訪

問
は

で
き

な
か

っ
 

た
も

の
の

貸
出

備
品

等
で

関
わ

っ
た

小
学

校
が

1校
と

地
域

の
中

で
ふ

く
し

学
習

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
た

地
区

と
 

な
っ

て
い

る
。

 
そ

の
中

で
ふ

く
し

が
自

分
た

ち
の

生
活

の
中

で
身

近
な

も
の

に
な

る
よ

う
、

北
秋

津
小

学
校

で
実

施
し

た
「

地
域

住
⺠

に
よ

る
活

動
紹

介
な

ど
を

授
業

に
取

り
入

れ
る

こ
と

」
を

他
の

学
校

に
も

提
案

し
て

い
く

。
 

 

令
和

2年
度

CS
W

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
 

 
吾

妻
地

区
 令

和
3年

3月
31

日
 

29



                          

担
当

地
域

（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

令
和

3年
3月

末
現

在
 

地
区

全
体

（
世

帯
数

）
 

23
,4

37
人

（
12

,0
29

世
帯

）
 市

全
体

 
27

.3
％

 
年

少
人

口
0〜

14
歳

 
2,

44
3人

（
10

.4
％

）
 

並
木

地
区

 
35

.0
％

 

生
産

年
齢

人
口

15
〜

64
歳

 
12

,8
02

人
（

54
.6

％
）

 
【

自
治

会
】

※
加

入
率

は
参

考
値

 
前

期
高

齢
者

65
〜

74
歳

 
3,

67
3人

（
15

.7
％

）
 

自
治

会
数

 
24

 
後

期
高

齢
者

75
歳

〜
 

4,
51

9人
（

19
.3

％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

57
.9

％
 

  ど
の

よ
う

な
 

ニ
ー

ズ
が

 
あ

る
か

 

【
現

状
】

 
・

一
人

親
家

庭
で

親
の

帰
り

が
遅

い
家

庭
が

多
い

。
 

・
高

齢
独

居
で

日
々

孤
食

で
あ

る
た

め
、

食
事

に
無

頓
着

に
な

り
が

ち
の

方
が

多
い

。
 

・
困

窮
・

高
齢

・
多

国
籍

・
⺟

⼦
な

ど
、

生
活

上
の

課
題

が
多

い
世

帯
が

多
い

た
め

、
地

域
で

の
⽀

え
合

 
 

 
 

 
い

に
目

を
向

け
る

こ
と

が
難

し
く

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
者

が
不

足
し

て
い

る
。

 
・

30
〜

50
代

で
働

く
こ

と
が

で
き

な
い

人
や

引
き

こ
も

り
の

人
は

地
域

で
孤

立
し

が
ち

で
あ

る
。

 
・

体
操

教
室

が
多

く
活

気
の

あ
る

方
が

参
加

で
き

る
場

所
は

あ
る

が
、

虚
弱

の
方

、
ゆ

っ
く

り
過

ご
し

た
い

方
は

参
加

し
づ

ら
い

。
 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 
・

毎
日

通
え

る
こ

ど
も

食
堂

や
、

多
世

代
で

食
事

が
で

き
る

場
所

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
30

〜
50

代
が

参
加

し
や

す
い

居
場

所
を

作
り

た
い

。
 

・
ゆ

っ
く

り
お

し
ゃ

べ
り

が
で

き
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
過

ご
せ

る
サ

ロ
ン

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
、

見
え

て
き

た
課

題
 

【
取

り
組

ん
で

き
た

こ
と

】
 

・
ぽ

か
ぽ

か
広

場
並

木
8丁

目
（

毎
月

第
2・

4木
曜

日
16

：
30

〜
20

：
00

サ
ロ

ン
幸

福
亭

ぐ
る

り
）：

参
加

者
の

多
く

は
８

丁
目

の
県

営
団

地
に

住
む

こ
ど

も
た

ち
で

、
ひ

と
り

親
世

帯
が

多
い

。
調

理
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
新

所
沢

ロ
ー

タ
リ

ー
ク

ラ
ブ

な
ど

多
く

の
方

が
関

わ
り

運
営

し
て

い
る

。
 

・
ぽ

か
ぽ

か
ス

カ
イ

（
毎

月
第

2・
4水

曜
日

10
：

30
〜

14
：

30
ス

カ
イ

マ
ン

シ
ョ

ン
A

棟
10

3）
 

地
域

住
⺠

か
ら

の
情

報
が

あ
り

、
学

校
に

行
け

な
い

不
登

校
の

こ
ど

も
の

昼
間

の
居

場
所

づ
く

り
と

し
て

ス
タ

ー
ト

し
た

が
、

現
在

は
「

誰
で

も
参

加
で

き
る

居
場

所
」

と
し

て
開

催
し

て
い

る
。

 
・

CS
W

に
よ

る
相

談
会

：
毎

週
月

曜
日

13
：

30
〜

15
：

30
 

サ
ロ

ン
幸

福
亭

ぐ
る

り
 

毎
週

水
曜

日
13

：
30

〜
15

：
30

 
ス

カ
イ

マ
ン

シ
ョ

ン
A

棟
10

3 
 【

見
え

て
き

た
課

題
】

 
・

ぽ
か

ぽ
か

広
場

並
木

8丁
目

：
楽

し
み

で
の

参
加

者
が

増
え

、
会

場
の

大
き

さ
か

ら
本

当
に

こ
ど

も
食

堂
が

必
要

な
方

達
が

参
加

で
き

ず
に

待
機

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

。
 

・
CS

W
に

よ
る

相
談

会
：

決
ま

っ
た

方
し

か
来

な
い

た
め

、
ニ

ー
ズ

キ
ャ

ッ
チ

に
限

界
が

あ
る

。
こ

ぶ
し

町
や

並
木

2・
3丁

目
で

の
ニ

ー
ズ

を
拾

え
な

い
。困

っ
て

い
る

方
だ

け
で

は
な

く
、心

配
し

て
く

れ
て

い
る

周
囲

の
人

に
も

来
て

ほ
し

い
。

 
・

見
守

り
：

自
治

会
等

や
⺠

生
委

員
、

関
係

機
関

で
も

把
握

し
て

い
な

い
方

の
孤

立
死

が
発

生
し

て
い

る
。 

CS
W

が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
並

木
8

丁
目

で
の

住
民

懇
談

会
の

開
催

 

（
並

木
8丁

目
こ

ど
も

懇
談

会
）

 
ぽ

か
ぽ

か
広

場
に

参
加

し
て

い
る

こ
ど

も
た

ち
が

主
体

と
な

り
、

こ
ど

も
食

堂
に

来
る

よ
う

に
な

る
前

、
こ

ど
も

食
堂

に
来

る
よ

う
に

な
っ

た
後

の
自

分
の

生
活

の
変

化
を

話
し

て
も

ら
い

、
こ

ど
も

食
堂

が
毎

日
開

催
さ

れ
る

と
ど

う
な

る
か

な
ど

話
し

合
い

を
行

い
た

い
。

そ
の

後
に

、
こ

ど
も

た
ち

か
ら

保
護

者
、

地
域

住
⺠

に
対

し
て

「
地

域
が

こ
う

な
っ

た
ら

い
い

な
」

と
語

っ
て

も
ら

い
、

懇
談

を
行

う
こ

と
で

多
世

代
が

参
加

で
き

る
地

域
づ

く
り

の
き

っ
か

け
に

し
て

い
き

た
い

。
 

 ②
こ

ど
も

食
堂

・
多

世
代

型
食

堂
の

立
ち

上
げ

・運
営

支
援

 

並
木

地
区

で
は

、
こ

ど
も

食
堂

や
多

世
代

型
食

堂
が

3
か

所
立

ち
上

が
っ

て
お

り
、

利
用

希
望

者
が

増
加

傾
向

に
あ

る
。

特
に

、
ぽ

か
ぽ

か
広

場
並

木
8

丁
目

に
つ

い
て

は
会

場
の

受
け

入
れ

人
数

の
関

係
か

ら
、

活
動

の
拡

大
や

新
た

な
活

動
団

体
の

立
ち

上
げ

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

ま
た

、
並

木
8

丁
目

周
辺

で
は

、
朝

食
の

提
供

が
必

要
な

世
帯

が
い

る
こ

と
、

夕
飯

に
限

ら
ず

朝
食

も
孤

食
の

状
態

に
あ

る
世

帯
も

い
る

こ
と

か
ら

、
朝

に
開

設
す

る
食

堂
の

立
ち

上
げ

も
検

討
し

て
い

く
。

 

 ③
見

守
り

活
動

の
検
討

 

 
 

自
治

会
や

生
活

⽀
援

の
組

織
が

あ
る

地
域

で
も

孤
立

死
が

発
生

し
て

い
る

。生
活

⽀
援

組
織

の
件

で
は

、活
動

者
が

、
本

人
に

家
庭

の
庭

の
草

木
が

伸
び

放
題

で
あ

っ
た

た
め

に
声

掛
け

を
し

た
と

こ
ろ

拒
否

を
さ

れ
、

そ
の

後
関

わ
り

を
持

て
ず

に
い

た
と

こ
ろ

、
1

年
後

に
孤

立
死

が
発

覚
し

た
。

声
を

か
け

た
と

き
に

、
困

り
ご

と
の

相
談

先
の

情
報

が
伝

わ
っ

て
い

れ
ば

、
も

し
か

し
た

ら
孤

立
死

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

た
か

も
し

れ
な

い
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

自
治

会
の

件
で

は
、

自
治

会
で

作
成

し
て

い
る

居
住

者
リ

ス
ト

か
ら

漏
れ

て
い

る
住

⺠
が

孤
立

死
し

た
。

関
係

機
関

が
見

守
り

を
し

て
い

る
方

で
あ

れ
ば

、
連

携
す

る
こ

と
で

防
げ

た
と

思
わ

れ
る

。
⺠

生
委

員
や

地
域

包
括

⽀
援

セ
ン

タ
ー

、
生

活
⽀

援
組

織
等

の
関

係
機

関
と

協
力

を
し

な
が

ら
、

一
緒

に
訪

問
す

る
な

ど
、

見
守

り
の

体
制

づ
く

り
を

検
討

し
て

い
く

。
 

 ④
C
S
W

の
周

知
 

サ
ロ

ン
や

健
康

体
操

な
ど

地
域

の
居

場
所

に
多

く
参

加
を

し
、

地
域

の
方

々
と

の
関

係
形

成
を

図
っ

て
い

く
こ

と
で

CS
W

の
周

知
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。そ
し

て
、困

り
ご

と
を

抱
え

て
い

る
本

人
や

、周
囲

の
心

配
し

て
く

れ
て

い
る

人
に

対
し

、
相

談
会

な
ど

に
気

軽
に

立
ち

寄
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。
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所沢市社会福祉協議会 地域福祉推進課 

住 所：所沢市泉町 1861-1 

所沢市こどもと福祉の未来館 3 階 

電  話：０４－２９２５－００４１ 

ＦＡＸ：０４－２９２５－３４１９ 

メール：0041m@toko-shakyo.or.jp 

 

 

 


